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新型コロナウイルス感染症の影響により、掲載した行事などの内容が変更となる場合があります

　市教育委員会は７月31日、大町市出身のお笑いタレント・鉄拳さ
んとパラパラ漫画を作るワークショップを大町図書館で開催しました。
午前午後の２回で約50人が参加し、参加者は鉄拳さんのアドバイス
を受けながら、鳥や野球、ジェットコースターなど、思い思いのテー
マで作品を制作しました。
　参加した子どもたちは「うまく描けるか心配だったけど、楽しかっ
た」「鉄拳さんに教えてもらえてうれしかった」などと話し、鉄拳さん
との交流を楽しみつつ、パラパラ漫画の面白さを体験していました。

主な内容
❷　STOP! 地球温暖化
❹　大町市が進める学校再編
❽　補助制度　地域の集会所

　などの施設整備費
�　９月19日は『敬老の日』

　いつまでもお元気で
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燃料の節約 家計の節約 CO2削減量

❶ アイドリング
ストップ 17.33L 2,480円 40.2kg

10分間で約130ccの燃料を消費します。　

❷ ふんわり
アクセル 83.57L 11,950円 194.0kg

心と時間にゆとりを持って発進しましょう。

❸ 加減速の
少ない運転 29.29L 4,190円 68.0kg

車間距離を保ち一定速度で運転しましょう。

❹ 早めの
アクセルオフ 18.09L 2,590円 42.0kg

信号の変わり目を早めにしっかり確認しましょう。

■問い合わせ　生活環境課環境保全係　℡市内線465

STOP! 地球温暖化
エコアクションでゼロカーボンシティの実現へ

エコ
ドライブ編

省エネポイント

効果大

空ぶかしは燃料の無駄遣いや大気
汚染のもととなります。近隣への
迷惑行為にもな
るため、運転マ
ナーを守りまし
ょう。

不要な荷物は、載せたままにしな
いようにしましょう。
キャリアも空気抵抗を大きくする
ため、使わないときは取り外しま
しょう。

タイヤの空気圧が不足すると燃費
が悪化します。空気圧の小まめな
チェックを
習慣づけま
しょう。

　自動車からの温室効果ガス排出削減の取り組みとして、長野県では地球にやさしい通勤手段への
転換の促進を目的に、マイカー通勤者の公共交通機関の利用推進などの活動を行っています。大町
市役所では職員のマイカー以外での通勤奨励期間を設け、活動に協力しています。
　市内事業所や市民の皆さんにおかれましても「信州スマートムーブ」の取り組みに対するご協力を
お願いします。

秋
の

全
国
交
通
安
全
運
動

　
日
没
が
早
ま
る
こ
れ
か
ら
の
季

節
は
、
夕
暮
れ
時
か
ら
夜
間
に
か

け
て
交
通
事
故
が
起
こ
り
や
す
く

な
り
ま
す
。
一
人
一
人
が
交
通

ル
ー
ル
の
順
守
と
正
し
い
交
通
マ

ナ
ー
の
実
践
を
心
が
け
、
交
通
事

故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

■
期
間　
９
月
21
日（
水
）～
30
日

（
金
）

▽
県
下
一
斉
街
頭
活
動
日

９
月
21
日（
水
）

▽
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日

９
月
30
日（
金
）

■
ス
ロ
ー
ガ
ン　
信
濃
路
は 

み

ん
な
の
笑
顔 

つ
な
ぐ
道

■
全
国
の
運
動
の
重
点

▽
子
ど
も
と
高
齢
者
を
は
じ
め
と

す
る
歩
行
者
の
安
全
確
保

▽
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
者
事

故
な
ど
の
防
止
お
よ
び
飲
酒
運
転

の
根
絶

▽
自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル
順
守
の

徹
底

■
長
野
県
の
運
動
の
重
点

▽
高
齢
運
転
者
の
交
通
事
故
防
止

■
問
い
合
わ
せ

市
民
課
消
費
生
活
・
交
通
安
全
係

℡
市
内
線
４
６
３・４
６
４

マスク・発熱時外出控えなどの感染対策を 行事などは感染状況により内容変更の場合あり

大町市キャラクター　おおまぴょん

詳しくは　　　　　　　　　　で検索！信スマ

出典：エコドライブ普及推進協議会・資源エネルギー庁　※数値は年間換算
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～長野県大町建設事務所と大町市役所より継続的に情報を発信します～

　現在、幅の細い三つ
のルート帯案を設定し、
最適なルート帯を選定
するために評価項目を
設定しています。今回
は、評価項目について
ご紹介します。

分野 評価項目案 評価の視点案（例）

Ⅰ．交通

①交通の円滑化
●地域高規格道路としての機能
　（長野自動車道などへのアクセス性）
●交通環境の改善　●推計交通量

②災害に強い道路
●地震、土砂災害、浸水などの影響
●災害時の代替機能、大規模被災時の復旧のしやすさ
●高次救急医療機関への速達性

③防災拠点とのアクセス性 ●災害時の防災拠点とのアクセス性

Ⅱ．環境
④環境の保全 ●住環境への影響（大気・騒音・振動など）

●自然環境への影響（植生・公園など）
⑤景観・文化財の保全 ●景観、文化財などへの影響　●道路からの眺望

Ⅲ．土地利用・
　　市街地整備

⑥土地利用への影響 ●土地利用（用途地域、農振農用地など）への影響
⑦安全な暮らしの確保 ●市街地の防災性向上　●地域分断への影響

Ⅳ．社会・
　　地域経済

⑧まちづくりとの連携
●ＩＣと都市機能（商業施設や観光拠点〔黒部ダム・
　大町温泉郷など〕）とのアクセス性
●大町市のまちづくり施策との連携・適合性

⑨市民の利便性 ●東部地域（美麻支所・八坂支所）とのアクセス性
●市民のアクセス性

⑩地域の活性化 ●道の駅設置の容易性　●物流の効率化

Ⅴ．事業性
⑪経済性 ●事業費　●維持管理費
⑫施工性 ●現道・ＪＲ・河川への影響
⑬効果の早期発現 ●段階的な供用の実現性

※評価の視点と方法は現在検討中であり、表の記載は一例です。
　最適ルート帯を選定するために、各ルート帯の特徴を評価する項目を設定し、優位性を判断します。
　５分野・13項目を評価項目案として設定し、評価します。各評価項目には評価の視点を設定し、
それぞれの視点で評価をしていきます。
　他の視点や評価方法については現在検討していますので、今後お示ししていきます。

■問い合わせ　大町建設事務所整備・建築課計画調査係　℡23-6534(直通) 23-6532
　Ｅメールomachiken-matsuito@pref.nagano.lg.jp

地域を支える松本糸魚川連絡道路の整備
松本糸魚川連絡道路ニュース　　Vol.43

幅の細いルート帯の比較評価項目案

長野県PRキャラクター「アルクマ」
©長野県アルクマ

マスク・発熱時外出控えなどの感染対策を 行事などは感染状況により内容変更の場合あり
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計
画
策
定
ま
で
の
経
過

～ 次代を担う子どもたちのために ～

大町市が進める学校再編

　
全
国
で
進
む
少
子
化
は
大
町
市

も
例
外
で
は
な
く
、
市
内
の
小
・

中
学
校
の
児
童
・
生
徒
数
は
、
減

少
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め「
ほ
と
ん
ど
の
小
学

校
で
理
科
の
専
任
教
員
が
配
置
さ

れ
な
い
」「
中
学
部
活
動
は
種
目
が

限
ら
れ
、
選
手
が
足
り
な
い
た
め

に
団
体
競
技
な
ど
も
限
ら
れ
る
」

な
ど
、
こ
れ
ま
で
当
た
り
前
に
で

き
て
い
た
こ
と
が
で
き
な
い
状
況

が
出
て
き
ま
し
た
。

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
こ
の
よ

う
な
状
況
を
鑑
み
、
平
成
29
年
度

の
総
合
教
育
会
議
に
お
い
て「
今

後
の
義
務
教
育
の
在
り
方
」を
議

題
に
検
討
を
始
め
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
、
少
子
化
社
会
に
お

け
る
義
務
教
育
の
あ
り
方
検
討
委

員
会
報
告
書
の
提
言
や
、
市
立
学

校
通
学
区
域
再
編
審
議
会
か
ら
の

答
申
を
受
け
て
市
全
体
の
学
校
再

編
に
つ
い
て
検
討
し
、
昨
年「
学

校
再
編
基
本
計
画
」を
策
定
し
ま

し
た
。

　
今
回
、
同
基
本
計
画
に
基
づ
い

て
進
め
て
い
る
学
校
再
編
の
状
況

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

学
校
教
育
課

℡
市
内
線
６
１
３
・
６
１
４

平
成
29
年

　
　
11
月

総
合
教
育
会
議

「
今
後
の

義
務
教
育
の
在
り
方
」検
討

平
成
30
年

　
　
７
月

少
子
化
社
会
に
お
け
る

義
務
教
育
の
あ
り
方

検
討
委
員
会　
設
置

令
和
元
年

　
　
５
月

義
務
教
育
に
関
す
る

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト　
実
施

令
和
２
年

　
　
１
月

同
検
討
委
員
会　
報
告
書
提
言

令
和
２
年

　
　
６
月

市
立
学
校
通
学
区
域
再
編
審
議
会

設
置
・
諮
問

令
和
２
年

　
　
７
月

同
審
議
会　
学
校
施
設
見
学
会

令
和
３
年

　
　
３
月

同
審
議
会　
答
申

令
和
３
年

　
　
４
月

学
校
再
編
基
本
計
画（
素
案
）検
討

令
和
３
年

　
　
７
月

市
民
説
明
会
お
よ
び

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト　
実
施

令
和
３
年

　
　
９
月

学
校
再
編
基
本
計
画　
策
定

マスク・発熱時外出控えなどの感染対策を 行事などは感染状況により内容変更の場合あり

令和５年度から大町中学校となる現仁科台中学校校舎

平成29年度令和元年度 平成30年度令和２年度令和３年度

― 20年間で児童・生徒数が約半分に ―
　15年前の平成19年度の児童・生徒数は、
2,810人でしたが、現在、令和４年度では1,614
人と約1,200人減少。５年後の令和９年度には
1,367人になると見込まれています。

0

1,000

2,000

3,000

1,846

2,810

1,614
1,367

2,810

1,021

1,614
1,367

856

964

593
511

H19 R４ R９

■小学校計
■中学校計
合計
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平
成
30
年
７
月
、
少
子
化
社
会

に
伴
う
児
童
・
生
徒
数
の
減
少
に

対
応
し
た
教
育
環
境
や
義
務
教
育

の
在
り
方
に
関
し
て
総
合
的
な
見

地
か
ら
検
討
す
る
た
め「
大
町
市

少
子
化
社
会
に
お
け
る
義
務
教
育

の
あ
り
方
検
討
委
員
会
」を
設
置
。

　
市
民
や
保
護
者
を
対
象
と
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
や
学
校
教
職
員
な
ど

か
ら
現
状
と
課
題
に
関
す
る
聞
き

取
り
調
査
を
行
い
、
８
回
の
全
体

会
と
３
回
の
研
究
部
会
の
会
議
を

開
催
し
ま
し
た
。
同
検
討
委
員
会

は
、
検
討
結
果
を
報
告
書
に
ま
と

め
て
、
令
和
２
年
１
月
に
市
教
育

委
員
会
に
提
言
し
ま
し
た
。

　
令
和
２
年
６
月
に
は
、
市
教
育

委
員
会
の
諮
問
機
関
と
し
て「
大

町
市
立
学
校
通
学
区
域
再
編
審
議

会
」を
設
置
。
少
子
化
社
会
に
お

け
る
義
務
教
育
の
あ
り
方
検
討
委

員
会
報
告
書
の
提
言
を
受
け
て
、

通
学
区
域
の
再
編
な
ど
を
決
定
す

る
に
当
た
り
、
同
再
編
審
議
会
へ

諮
問
し
ま
し
た
。

　
同
再
編
審
議
会
で
は
、
市
教
育

委
員
会
か
ら
の
諮
問
事
項
に
対
し

て
、
施
設
見
学
を
含
め
８
回
の
審

議
会
を
開
催
し
、
令
和
３
年
３
月

に
審
議
結
果
を
踏
ま
え
て
答
申
し

ま
し
た
。

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
令
和
３

年
４
月
か
ら
定
例
教
育
委
員
会
お

よ
び
総
合
教
育
会
議
な
ど
で
学
校

再
編
の
内
容
に
つ
い
て
検
討
し
、

市
民
説
明
会
お
よ
び
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
た
上
で
、
令

和
３
年
９
月
に「
学
校
再
編
基
本

計
画
」を
策
定
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
間
、
さ
ま
ざ
ま
な

機
会
を
通
し
て
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
は
じ
め

保
育
園
・
幼
稚
園
や
各
団
体
な
ど

と
懇
談
会
や
説
明
会
を
実
施
し
て

き
ま
し
た
。

※
少
子
化
社
会
に
お
け
る
義
務
教

育
の
あ
り
方
検
討
委
員
会
報
告
書

や
、
市
立
学
校
通

学
区
域
再
編
審
議

会
の
答
申
内
容
な

ど
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ「
学
校
再

編
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
」か
ら
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

市
内
小
・
中
学
校
の
再
編

　
現
在
、
学
校
再
編
基
本
計
画
に

基
づ
い
て
進
め
る
市
内
小
・
中
学

校
の
再
編
状
況
は
左
図
の
と
お
り
。

【大町・平・常盤・社地区】
小学校：４校 ⇒ ２校　令和８年度開校
①大町・平地区で新しい小学校１校開校
②常盤・社地区で新しい小学校１校開校
中学校：２校 ⇒ １校　令和５年度開校
第一中学校と仁科台中学校を再編し、
新しい中学校１校開校

【八坂地区】
義務教育学校：１校　令和５年度移行
八坂小学校と八坂中学校を義務教育学
校に移行

【美麻地区】
義務教育学校：１校
美麻小中学校
※現行どおり

現在の学校数
中学校：３校
小学校：５校
義務教育学校：１校

再編後の学校数
中学校：１校
小学校：２校
義務教育学校：２校

マスク・発熱時外出控えなどの感染対策を 行事などは感染状況により内容変更の場合あり

令和３年９月策定
大町市学校再編基本計画
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令
和
５
年
度
開
校
に
向
け
て

～
新
中
学
校
お
よ
び
八
坂
地
区
小
中
一
貫
校
の
準
備
状
況
～

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
第
一
中

学
校
と
仁
科
台
中
学
校
を
再
編
し
、

新
た
に
中
学
校
１
校
を
開
校
す
る

た
め
、
昨
年
９
月
に「
学
校
再
編

準
備
委
員
会（
中
学
校
）」を
設
置

し
ま
し
た
。
11
月
に
は
八
坂
地
区

小
中
一
貫
校
へ
の
移
行
に
向
け
て

「
八
坂
小
・
中
学
校
準
備
委
員
会
」

を
設
置
し
ま
し
た
。

　
各
準
備
委
員
会
で
は
、
令
和
５

年
４
月
の
開
校
に
向
け
て
具
体
的

な
準
備
を
進
め
て
お
り
、
こ
れ
ま

で
、
校
名
や
校
歌
・
校
章
を
は
じ

め
、
通
学
や
服
装
、
施
設
整
備
な

ど
に
関
す
る
検
討
を
進
め
て
き
ま

し
た
。

新
中
学
校

■
校
名　
大
町
中
学
校

■
校
章　
左
図
の
と
お
り

■
校
歌　
年
内
に
完
成
予
定

▽
作
詞　
伊
東
恵
司
さ
ん

▽
作
曲　
土
田
豊
貴
さ
ん

■
制
服
な
ど　
在
校
生
徒（
現
１

年
生
お
よ
び
２
年
生
）の
制
服
な

ど
は
、
そ
の
ま
ま
使
用
す
る
。
新

入
生
か
ら
新
し
い
制
服
・
体
操
服

と
す
る
。

■
通
学
方
法　
通
学
距
離（
学
校

か
ら
の
直
線
距
離
）に
応
じ
た
基

本
的
な
通
学
手
段
は
次
の
と
お
り

■
施
設
整
備　
不
足
す
る
教
室
な

ど
の
た
め
、
次
の
整
備
を
行
う
。

▽
特
別
支
援
学
級
の
教
室
数
確
保

に
対
応
し
た
改
修

▽
パ
ソ
コ
ン
教
室
を
理
科
授
業
に

対
応
し
た
特
別
教
室
に
整
備

▽
ト
イ
レ
・
手
洗
い
の
増
設
に
伴

う
普
通
教
室
棟
準
備
室（
２
階
３

階
）の
改
修

▽
屋
外
プ
ー
ル
解
体
お
よ
び
駐
車

場
整
備

▽
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
の
た
め
の
給

食
棟
の
改
修

八
坂
地
区
小
中
一
貫
校

■
校
名　
八
坂
小
中
学
校

■
校
章　
現
八
坂
小
学
校
校
章
と

す
る
。

■
校
歌　
現
八
坂
小
学
校
校
歌
を

一
部
編
曲
お
よ
び
歌
詞
を
改
変
す

る
。

▽
歌
詞
改
変
箇
所　

現
校
歌
の

「
八
坂
の
小
学
生
」を「
八
坂
の
子

ど
も
」（
１
番
）、「
八
坂
で
ま
な
ぶ
」

（
２
番
）、「
八
坂
に
い
き
る
」（
３

番
）に
改
変
す
る
。

■
制
服　
「
現
八
坂
中
学
校
の
制

服
」「
美
麻
小
中
学
校
の
制
服
」「
新

中
学
校
の
制
服
」か
ら
選
定
予
定

　
令
和
５
年
４
月
の
開
校
に
向
け

て
、現
在
、各
学
校
で
は
生
徒
間・

学
校
間
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
や

行
事
が
行
わ
れ
て
い
る
ほ
か
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
や
学
校
運
営
協
議
会
な
ど
の

関
係
す
る
組
織
に
つ
い
て
も
検
討

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　対象となる小学校、中学校の各家庭にアンケー
トを実施し、制服はブレザー、体操服はフルジッ
プタイプを選定。７月の制服等選定委員会議（生
徒・保護者代表など）で写真の制服・体操服が選
ばれました。

学校からの直線距離 通学手段

1.5km未満 徒歩

1.5km～2.5km未満 徒歩または自転車

2.5km～４km未満 徒歩、自転車、
バスまたは電車

４km以上 バスまたは電車

※バスは「スクールバス」または
　「ふれあい号」のこと。

マスク・発熱時外出控えなどの感染対策を 行事などは感染状況により内容変更の場合あり

７月21日、第一中学校で行われた新校開校に向けた再編集会

新しい体操服
（タイプＣ）

新しい制服
（タイプＢ）
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小
学
校
再
編
の
進
捗
状
況

～
大
町
・
平
地
区「
小
学
校
」設
置
位
置
を
年
内
に
選
定
～

　
現
在
、
学
校
再
編
基
本
計
画
で

は
、
小
学
校
に
つ
い
て
、
大
町
地

区
・
平
地
区
の
通
学
区
域
は「
現

第
一
中
学
校
」「
現
大
町
西
小
学

校
」の
い
ず
れ
か
の
位
置
と
す
る

こ
と
と
し
、
さ
ら
に
詳
細
な
検
討

を
経
た
上
で
選
定
す
る
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
こ
れ
ま

で「
新
校
開
校
時
の
令
和
８
年
時

【評価項目（案）】
指標 項目 視点

校
舎
改
修
後
の
教
育
環
境

校舎

断熱性 寒暖対策・空調効率など

気密性 寒暖対策・空調効率など

防音性 外部騒音の遮断など

バリアフリー達成度 エレベーター設置・
車いす移動など

機能性 児童の動線・駐車場

屋外
活動
環境

校庭 広さ・使いやすさなど

遊具・遊び場の設置 位置など

緑地・花壇・
親水施設ほか 位置など

プール 位置・使いやすさ

その他

通学時間 距離による影響

通学路 安全性の確保

スクールバス 乗降場所の確保など

地理的要因 全市的な位置関係など

校
舎
改
修
工
事
の
影
響

工事の
影響

改修中の安全性 児童・教職員などへの
影響

改修中の利便性 児童・教職員などへの
影響

改修に伴う作業 児童・教職員などへの
影響

改修スケジュール 開校までの準備期間

校舎環境への影響 工事に伴う
樹木の伐採など

改
修
費
用
の
比
較

改修
費用

総費用額 全体の費用

補助金 国補助金の適否

市債借入金 有利な起債の導入など

市実質負担額 後年度への
財政的影響など

そ
の
他

転用・
用途変更の
影響など

選定しなかった校舎
を他の用途に転用し
た場合の影響ほか

補助金返還・市債借入金
の繰り上げ償還の有無な
ど

点
で
の
児
童
数
や
必
要
と
な
る

教
室
数
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
」

「
改
修
工
事
の
内
容
や
費
用
、
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
検
討
」「
教
育
環
境

や
立
地
条
件
、
改
修
工
事
の
財
源
、

国
か
ら
の
補
助
金
や
市
債
借
入
金

の
取
り
扱
い
な
ど
、
校
地
選
定
に

向
け
た
評
価
項
目
原
案
の
検
討
」

を
進
め
て
き
ま
し
た
。

位
置
選
定
に
向
け
て

■
評
価
項
目（
案
）　
施
設
改
修
や

不
足
す
る
施
設
の
建
設
を
踏
ま
え
、

左
表
の
と
お
り
四
つ
の
評
価
項
目

で
検
討
を
進
め
て
い
る
。
評
価
は

「
良
い
」「
普
通
」「
劣
る
」の
３
段
階

で
評
価
す
る
。

■
位
置
選
定　
市
民
説
明
会
後
、

評
価
項
目
を
確
定
し
、
11
～
12
月

に
位
置
選
定
を
行
う
。

お
知
ら
せ

学
校
再
編
に
係
る

「
市
民
説
明
会
」

　

令
和
５
年
４
月
の
開
校

に
向
け
た
準
備
状
況
の
お

知
ら
せ
の
ほ
か
、
学
校
再

編
基
本
計
画
で
設
置
位
置

が
未
定
と
な
っ
て
い
る
大

町
・
平
地
区
小
学
校
に
関

し
て
、
候
補
地
と
な
っ
て

い
る
第
一
中
学
校
・
大
町

西
小
学
校
の
検
討
方
法
お

よ
び
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
な
ど
に
つ
い
て
の
説
明

を
行
い
ま
す
。
申
し
込
み

不
要
で
す
。

■
日
時

▽
９
月
13
日（
火
）

　
午
後
６
時
30
分
～

▽
９
月
20
日（
火
）

　
午
後
６
時
30
分
～

■
会
場　
サ
ン
・
ア
ル
プ

ス
大
町

■
問
い
合
わ
せ

学
校
教
育
課
学
校
再
編
係

℡
市
内
線
６
１
４

マスク・発熱時外出控えなどの感染対策を 行事などは感染状況により内容変更の場合あり
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市
で
は
、
地
域
の
自
治
活
動
の

活
発
化
と
環
境
整
備
を
目
的
に
、

自
治
会
な
ど
で
管
理
す
る
集
会
所

な
ど
の
施
設
整
備
に
係
る
経
費
に

対
し
て
、
補
助
金
お
よ
び
利
子
補

給
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
来
年
度
以
降
に
施
設
整
備
を
予

定
し
て
い
て
交
付
を
希
望
す
る
自

治
会
な
ど
は
、
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

■
対
象
と
な
る
施
設
整
備
と
補
助

内
容

▽
集
会
所
の
新
築
・
全
面
改
築
、

既
設
建
物
の
購
入　
経
費
の
３
分

の
１
以
内（
限
度
額
：
公
民
館
分

館
は
８
０
０
万
円
、
そ
の
他
の
集

会
施
設
は
４
０
０
万
円
）

▽
集
会
所
の
増
築（
10
㎡
以
上
）・

部
分
改
築
・
大
規
模
修
繕
、
消
防

法
に
よ
る
指
導
が
あ
っ
た
改
善

経
費（
１
０
０
万
円
以
上
）の
３
分

の
１
以
内（
限
度
額
：
３
０
０
万

円
）

　
市
民
の
皆
さ
ん
に
市
の
事
業
や

情
報
、
ま
ち
の
話
題
な
ど
を
お
知

ら
せ
す
る「
広
報
お
お
ま
ち
」は
、

今
月
号
で
１
１
０
０
号
の
節
目
を

迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
に
よ
る
も
の
と
深
く
感
謝
い
た

し
ま
す
。
今
後
と
も
取
材
や「
広

報
お
お
ま
ち
」な
ど
の
行
政
文
書

の
配
布
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

「
広
報
お
お
ま
ち
」の
歴
史

　
「
広
報
お
お
ま
ち
」は
、
市
制
施

行
１
周
年
を
迎
え
た
昭
和
30
年
７

月
１
日
に「
大
町
市
政
だ
よ
り
」と

し
て
創
刊
し
ま
し
た
。名
称
を「
広

報
お
お
ま
ち
」と
し
た
の
は
、
昭

和
31
年
６
月
５
日
発
行
の
第
４
号

か
ら
で
す
。
そ
の
後
、
昭
和
34
年

３
月
ま
で
は
毎
月
１
回
、
昭
和
34

年
４
月
～
38
年
３
月
は
毎
月
２
回
、

昭
和
38
年
４
月
～
平
成
４
年
３
月

は
毎
月
１
回
、
平
成
４
年
４
月
～

25
年
３
月
は
毎
月
２
回
、
平
成
25

年
４
月
～
現
在
は
毎
月
１
回
と
発

行
回
数
や
時
期
を
変
え
な
が
ら
、

昭
和
・
平
成
・
令
和
の
三
つ
の
時

代
、
67
年
に
わ
た
っ
て
発
行
を
続

け
て
き
ま
し
た
。

▽
集
会
所
の
排
水
設
備
工
事　
経

費
の
３
分
の
１
以
内（
限
度
額
：

50
万
円
）

▽
ふ
れ
あ
い
広
場
な
ど
地
域
の
施

設
整
備　
経
費
の
３
分
の
１
以
内

（
限
度
額
：
６
０
０
万
円
）

▽
集
会
所
の
新
築
な
ど
に
伴
う
敷

地
購
入　
融
資
を
受
け
た
額（
１

０
０
０
万
円
超
の
場
合
は
１
０
０

０
万
円
）の
借
入
期
間（
５
年
超
の

場
合
は
５
年
）中
の
利
子
補
給（
利

率
４
％
以
内
）

■
申
し
込
み　
10
月
31
日（
月
）ま

で
に
、
事
業
概
要
お
よ
び
概
算
事

業
費
を
確
認
の
上
、
直
接
、
生
涯

学
習
課
生
涯
学
習
・
青
少
年
係
へ
。

詳
し
く
は
、
事
前
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。　

■
問
い
合
わ
せ　
生
涯
学
習
課

生
涯
学
習
・
青
少
年
係

℡
市
内
線
６
２
２

バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
見
る
に
は
…
。

縮
刷
版

　
創
刊
号
～
令
和
３
年
12
月
号
を

縮
刷
版
に
ま
と
め
て
保
管
し
て
い

ま
す
。
市
役
所
や
大
町
図
書
館
で

閲
覧
で
き
ま
す
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
→
暮
ら
し
の
便

利
帳
の
中
の「
広
報
お
お
ま
ち
」

　
平
成
26
年
４
月
号
～
最
新
号
を

公
開
し
て
い
ま
す
。

※
平
成
25
年
度
以
前
の「
広
報
お

お
ま
ち
」も「
デ
ジ
タ
ル
お
お
ま
ち

史
」（
愛
称「
デ
ジ
ま
ち
」）で
一
部

公
開
し
て
い
ま
す
。

無
料
ア
プ
リ「
マ
チ
イ
ロ
」

　
平
成
29
年
４
月
号
～
最
新
号
を

配
信
し
て
い
ま
す
。
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
で
広

報
紙
な
ど
を
閲
覧
で
き
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
よ
り
多
く
の
市
民

の
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
る
広
報
紙

を
目
指
し
て
、
毎
月
皆
さ
ん
の
元

に
お
届
け
し
て
い
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

情
報
交
通
課
広
聴
広
報
係

℡
市
内
線
４
０
４

広報おおまちを
スマートフォンで見る

アプリ

マスク・発熱時外出控えなどの感染対策を 行事などは感染状況により内容変更の場合あり

地
域
の
集
会
所
な
ど
の

施
設
整
備
費

大
町
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
対
策
事
業
補
助
金

「
広
報
お
お
ま
ち
」１
１
０
０
号
を
発
行

補助
制度
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災害発生　その時どうする

新
た
な
魅
力
発
見

サ
ン
ト
リ
ー
工
場
見
学

　

大
町
市
連
合
自
治
会
で

は
、
災
害
発
生
時
に
誰
一

人
取
り
残
さ
な
い
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
ま

す
。
防
災
訓
練
の
一
環
と

し
て
、
６
月
１
日
と
３
日

に
サ
ン
・
ア
ル
プ
ス
大
町

で
実
施
し
た
避
難
所
体

験
研
修
に
は
、
連
合
自
治

会
を
構
成
す
る
各
自
治

会
か
ら
59
人
が
参
加
し

ま
し
た
。
当
日
は
日
本

赤
十
字
社
長
野
県
支
部
の
研
修
推
進
委
員
を
講
師
に
迎
え
、

災
害
発
生
に
よ
り
避
難
所
が
開
設
さ
れ
た
際
、
地
域
の
安

全
を
守
る
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
災
害
時
の
共
助
に
貢
献
す

　

大
町
地
区
連
合
自
治
会

で
は
、
災
害
発
生
時
に
実

際
に
避
難
所
と
な
る
施

設
を
使
い
、
実
践
的
な
防

災
訓
練
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

６
月
18
日
、
仁
科
台

中
学
校
で
避
難
所
開
設
・

運
営
訓
練
を
開
き
ま
し

た
。（
特
非
）日
本
防
災
士

会
長
野
県
支
部
の
大
久

保
隆
支
部
長
が
講
師
を

務
め
、
同
校
を
避
難
所
に

指
定
す
る
九
つ
の
自
治

会
の
自
治
会
長
や
自
主

　

７
月
６
日
と
13
日
、

昨
年
５
月
に
生
産
を
開

始
し
た
常
盤
西
山
の

「
サ
ン
ト
リ
ー
天
然
水

　
北
ア
ル
プ
ス
信
濃
の

森
工
場
」を
見
学
し
ま

し
た
。
こ
の
工
場
は
、

観
光
客
を
含
め
一
般
の

受
け
入
れ
を
可
能
と
す

る
ブ
ラ
ン
ド
体
験
型
施

る
方
法
を
ゲ
ー
ム
形
式
で
疑

似
体
験
し
、
防
災
意
識
を
向

上
さ
せ
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
１
カ
所

に
避
難
す
る
の
で
は
な
く
、

分
散
避
難
で
多
様
な
避
難
先

を
選
択
す
る
こ
と
が
、
自
分

と
周
囲
の
人
の
命
を
守
る
こ

と
に
つ
な
が
る
と
い
う
こ
と

を
学
び
ま
し
た
。
参
加
者

か
ら
は「
実
際
に
災
害
が
起

こ
っ
た
ら
パ
ニ
ッ
ク
に
な
っ

て
し
ま
う
か
も
」な
ど
の
声

が
聞
か
れ
、
備
え
の
重
要
性

を
実
感
し
て
い
ま
し
た
。

防
災
会
長
が
参
加
し
、
学
び

ま
し
た
。

　
訓
練
で
は
、
市
内
で
震
度

５
強
の
地
震
が
発
生
し
て
建

物
が
倒
壊
、
仁
科
台
中
学
校

は「
市
役
所
か
ら
の
物
資
搬

入
は
可
能
」「
断
水
あ
り
」と

い
う
想
定
で
訓
練
を
行
い
ま

し
た
。
避
難
所
の
レ
イ
ア
ウ

ト
を
割
り
振
り
し
、
体
育
館

の
広
さ
に
合
っ
た
簡
易
パ
ー

テ
ィ
シ
ョ
ン
や
段
ボ
ー
ル

ベ
ッ
ド
を
設
置
す
る
な
ど
、

本
番
さ
な
が
ら
の
訓
練
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

設
で
す
。
北
ア
ル
プ
ス
の
水

源
と
水
の
大
切
さ
を
紹
介
す

る
展
示
や
、
サ
ン
ト
リ
ー
天

然
水
の
製
造
工
程
の
見
学
な

ど
を
通
じ
て
、
新
た
に
加

わ
っ
た
大
町
の
魅
力
を
満
喫

し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は「
地
元
に
で
き

た
工
場
を
見
学
す
る
こ
と
で
、

ど
の
よ
う
に
大
町
で
育
ま
れ

た
天
然
水
が
日

本
中
に
届
け
ら

れ
て
い
る
の
か

を
知
る
こ
と
が

で
き
て
良
か
っ

た
」と
話
し
て

い
ま
し
た
。
同

工
場
は
、
山
梨

県
の
南
ア
ル
プ

ス
、
熊
本
県
の

阿
蘇
、
鳥
取
県

の
奥
大
山
に

続
く「
サ
ン
ト

リ
ー
天
然
水
」

の
４
番
目
の
工

場
で
す
。

号外
おらほのまち

マスク・発熱時外出控えなどの感染対策を 行事などは感染状況により内容変更の場合あり

大町市連合自治会だより ■問い合わせ　大町市連合自治会　℡85-0531
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い
つ
ま
で
も
お
元
気
で

９
月
19
日
は「
敬
老
の
日
」

ご
長
寿
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
99
歳
以
上
の
皆
さ
ん
を
ご
紹
介

し
ま
す
。（
年
齢
は
令
和
５
年
３

月
31
日
ま
で
の
到
達
年
齢
。
名
簿

は
４
月
１
日
を
基
準
と
し
、
８
月

10
日
ま
で
の
一
部
異
動
を
反
映
、

住
民
基
本
台
帳
よ
り
。
公
表
に
同

意
さ
れ
た
人
の
み
を
掲
載
。
五
十

音
順
、
敬
称
略
）

１
０
５
歳

勝
野
長
人　
　
　
　
　
　
（
松
崎
）

１
０
４
歳

村
田
八
重
子　
　
　
　
（
宮
田
町
）

１
０
３
歳

遠
山
樂
惠　
　
　
　
　
　
（
野
口
）

平
田　
惠　
　
　
　
　
（
宮
田
町
）

福
嶋
頼
子　
　
　
　
　
（
六
九
町
）

矢
嶋
ゑ
つ
子　
　
　
　
　
（
須
沼
）

１
０
２
歳

海
川
郷
子　
　
　
　
　
　
（
借
馬
）

下
川
喜
代
衛　
　
　
　
（
南
原
町
）

中
村
正
美　
　
　
　
　
　
（
俵
町
）

前
田
フ
ミ　
　
　
　
　
（
館
ノ
内
）

松
井
た
か
じ　
　
　
　
（
一
の
瀬
）

丸
山
美
幸　
　
　
　
　
　
（
野
口
）

山
田
け
さ
み　
　
　
　
　
（
上
原
）

鷲
澤
睦
子　
　
　
　
　
　
（
上
原
）

１
０
１
歳

荒
井
文
子　
　
　
　
　
　
（
野
口
）

井
沢
房
子　
　
　
　
　
　
（
西
山
）

大
澤　
子　
　
　
　
　
（
桜
田
町
）

太
谷
元
美　
　
　
　
　
　
（
上
原
）

勝
野
邦
明　
　
　
　
　
（
十
日
町
）

窪
田
け
さ
子　
　
　
　
　
（
上
一
）

清
水
つ
き
子　
　
　
（
大
新
田
町
）

神
社
進　
　
　
　
　
　
（
九
日
町
）

髙
橋
ハ
ル
コ　
　
　
　
　
（
上
一
）

竹
村
い
し
子　
　
　
　
（
大
原
町
）

長
澤
房
子　
　
　
　
（
西
若
宮
町
）

原
千
代　
　
　
　
　
　
　
（
上
一
）

堀
田
な
つ
江　
　
　
（
東
中
原
町
）

松
下
あ
さ
よ　
　
（
千
見
境
の
宮
）

松
嶋
タ
ミ　
　
　
　
（
大
新
田
町
）

１
０
０
歳

相
澤
澄
男　
　
　
　
　
（
仁
科
町
）

荒
木
照
雄　
　
　
　
　
　
（
借
馬
）

市
川　
代
志　
　
　
　
（
館
ノ
内
）

窪
田
豊
実　
　
　
　
　
　
（
俵
町
）

小
林
て
る
み　
　
　
　
　
（
上
一
）

篠
﨑
は
る
枝　
　
　
　
（
五
日
町
）

白
石
は
る
よ　
　
　
　
　
（
上
原
）

諏
訪
宮
子　
　
　
　
　
　
（
山
下
）

髙
橋
才
子　
　
　
　
　
　
（
上
原
）

田
邊
正
夫　
　
　
　
　
　
（
花
見
）

中
村
安
茂　
　
　
　
　
（
大
原
町
）

原
田
政
子　
　
　
　
　
（
中
原
町
）

松
澤
た
づ
ゑ　
　
　
　
　
　
（
森
）

松
下
み
や
子　
　
　
　
（
大
原
町
）

松
島
頼
之　
　
　
　
　
（
十
日
町
）

丸
山　
喜　
　
　
　
　
　
（
須
沼
）

宮
澤
政
子　
　
　
　
　
　
（
幸
町
）

99
歳(

白
寿)

片
桐
英
子　
　
　
　
　
　
（
上
原
）

坂
井　
ち
江　
　
　
　
（
相
生
町
）

下
坂
鶴
子　
　
　
　
（
大
新
田
町
）

白
澤
と
喜　
　
　
　
　
　
（
西
山
）

髙
橋
睦　
　
　
　
　
　
（
中
原
町
）

髙
橋
や
つ
子　
　
　
　
　
（
上
原
）

滝
沢
甲　
　
　
　
　
（
西
若
宮
町
）

長
澤
や
す
子　
　
　
　
（
二
ツ
屋
）

中
村
み
や　
　
　
　
　
　
（
木
崎
）

中
山
房
子　
　
　
　
　
　
（
清
水
）

西
山
千
壽
子　
　
　
　
　
（
清
水
）

氷
鉋
ふ
み
枝　
　
　
　
　
（
俵
町
）

平
林　
寿
子　
　
　
　
（
十
日
町
）

平
林
四
郎　
　
　
　
　
（
八
日
町
）

平
林
愼
子　
　
　
　
　
　
（
旭
町
）

平
林
春
子　
　
　
　
（
西
若
宮
町
）

降
旗
武
子　
　
　
　
　
（
南
原
町
）

松
下
常
子　
　
　
　
　
（
白
塩
町
）

丸
山
正
子　
　
　
　
　
　
（
須
沼
）

宮
坂
友
久　
　
　
　
　
　
（
借
馬
）

山
岸
十
代
治　
　
　
　
　
（
俵
町
）

■
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
高
齢
者
・
介
護
保
険
係

℡
市
内
線
４
１
６

　
今
年
、
市
内
で
米
寿（
88
歳
）を
迎
え
ら
れ
る
皆
さ
ん
は
２
３
４
人
、

白
寿（
99
歳
）は
30
人
、１
０
０
歳
以
上
は
59
人
で
す
。（
８
月
10
日
現
在
）

　
長
い
間
、
家
庭
や
地
域
、
社
会
の
た
め
に
尽
く
し
て
こ
ら
れ
た
高
齢

者
の
皆
さ
ん
に
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
、
心
か
ら
ご
長
寿
を
お
祝
い
申

し
上
げ
ま
す
。
今
後
も
お
体
を
い
た
わ
り
、
お
元
気
で
お
過
ご
し
い
た

だ
き
ま
す
こ
と
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
市
で
は
、
ご
長
寿
を
お
祝
い
し
て
、
牛
越
市
長
ま
た
は
市
関
係
者
が

１
０
０
歳
以
上
の
皆
さ
ん
の
元
に
祝
賀
訪
問
を
行
い
ま
す
。

マスク・発熱時外出控えなどの感染対策を 行事などは感染状況により内容変更の場合あり
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認知症を正しく理解しよう
９月は「世界アルツハイマー月間」です

　９月は認知症の理解を深める「世界アルツハイマー月間」です。認知症を理解し、思いやりの気持ちを持つこと
で、誰もが自分らしく笑顔で暮らせる社会の実現を目指しましょう。

　認知症の人に会ったときは、穏やかな表情で目線を合わせて一語ずつゆっくり、はっきりと話しかけてくださ
い。認知症の人は聞き取ってから理解して返事をするのに時間が必要です。私たちが厳しい表情を見せたり、後
ろから急に声をかけたり、数人で取り囲み早口で次々と質問すると、認知症の人は返事が難しくなりパニックに
なってしまいます。

　認知症になることは決して特別な事ではありません。ご近所で気にな
る人がいたらさりげなく見守り、ご家族にねぎらいの言葉をかけるなど、
私たちにもできることがたくさんあります。認知症になっても安心して
暮らせる地域づくりのために、みんなで「認知症」を知りましょう。

　認知症に関するご相談は、大町市地域包括支援センターへ。当センター
には「認知症初期集中支援チーム」が設置されています。

■問い合わせ　大町市地域包括支援センター　℡市内線417

■問い合わせ　大町市地域包括支援センター　℡市内線417

認知症に関するパネル展示・
オレンジリングメッセージ
　認知症や服薬管理、大北地域のサポートなどについて展示します。オレンジ
リングメッセージのコーナーでは、認知症に関するメッセージをオレンジの付
箋に書き込んでパネルに貼り、オレンジリングの形を作ります。
■会期　９月15日（木）～21日（水）
■会場　あづみ病院外来棟　２階　廊下

市民公開講座（WEB講演）　「地域包括ケア時代の到来と認知症医療」
■日時　９月19日（月）　午後１時～２時
■受講方法　①オンライン（Zoom）で受講　②視聴会場（市総合福祉センター）で受講
■定員　①先着500人　②先着30人
■講師　埴原秋児先生（長野県立こころの医療センター駒ケ根院長）
■申し込み　①９月16日（金）までに、あづみ病院ホームページのウェビナー登録フォームから。
　　　　　　②事前に、電話または直接、大町市地域包括支援センターへ。

認知症パネル展示
「認知症を

正しく理解しよう」
■会期　９月21日（水）～
　　　　30日（金）
■会場　市役所本庁舎
　　　　１階　市民ホール

認知症の人と家族が安心して暮らせる「おおまち」

９月「世界アルツハイマー月間」のイベント

驚かせない 自尊心を傷つけない急がせない

認知症の人と接するときのポイント　三つの「ない」

マスク・発熱時外出控えなどの感染対策を 行事などは感染状況により内容変更の場合あり

ウェビナー
登録フォーム
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■日時　９月26日（月）
　　　　午後２時～７時

▽受付時間　午後１時30分～６時

■会場　大町公民館分室　２階　講堂
　　　　（大町市大町1058-13）
■主催　大町市、池田町、松川村、白馬村、

小谷村、大町保健福祉事務所
■申し込み　不要

※混雑を避け、待ち時間を短く
するため、事前予約も可能です。
予約を希望する人は、電話で中
央保健センターへ。
※開催を中止する場合、予約した
人には直接連絡します

■問い合わせ　中央保健センター　℡23-4400　（平日　午前８時30分～午後５時15分）

147

P 大町公民館分室
（中央保健センター）

大町岳陽高校

大町総合病院

大町合同庁舎

市総合
福祉センター

コンビニ

コンビニコンビニ

市営駐車場

至 八坂

中
央
通
り

農
具
川

農
免
道
路

JR信濃大町駅

大町公民館分室
（中央保健センター）

大町岳陽高校

大町総合病院

大町合同庁舎

市総合
福祉センター

コンビニ

コンビニコンビニ

市営駐車場

至 八坂

中
央
通
り

農
具
川

農
免
道
路

こころ 法律 仕事 無 料

事前予約不要

仕事が
つらい…

生活が
苦しい…

　「借金を返せない」「眠れない」「仕事がつらい」「死んでしまいたい」など、どこに相
談していいか分からない、さまざまな悩みや事情を弁護士や精神科医などの専門家が
じっくり聞きます。相談は無料。秘密厳守。事前予約は不要です。ご都合に合わせて気
軽にご利用ください。

眠れ
ない…

生きるのが
つらい…

誰にも相談
できない…

借金が
返せない…

人間関係に
疲れた…

どなたでも相談可

の
な
・

ん
・

で
・

も
・

相談会

マスク・発熱時外出控えなどの感染対策を 行事などは感染状況により内容変更の場合あり
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　外来植物の「セイタカアワダチソウ」が、秋ごろに開花の時期を
迎えます。特に休耕田や道路沿いで見受けられ、生態系に被害を
及ぼします。地域本来の生態系を維持するため、市では定期的な
駆除による根絶を目指しています。市民の皆さんも所有地に生え
ているセイタカアワダチソウを見かけましたら、早期の駆除にご
協力をお願いします。

■特徴

▽初夏から徐々に発芽し、８～10月に開花・結実します。

▽２ｍ程度の背丈に成長し、秋には黄色い花をつけ、種子は白く
泡のように見えます。

■駆除の方法
①できるだけ根から抜き取ってください。花穂の摘み取りや刈り

取りだけでも効果があります。

▽結実前の抜き取りが効果的です。

▽生えてこなくなるまで数年間続けてください。

②種子の飛散を防ぐため、抜き取り後はビニール袋に入れ、口を
縛ってください。

▽北アルプスエコパークまたは大町リサイクルパーク（旧環境プ
ラント内）に持ち込んでいただければ、無料で引き取ります。

■問い合わせ　生活環境課環境保全係　℡市内線465

セイタカアワダチソウの
駆除にご協力を！

　春の予防注射を受けていない犬や、生後90日を超えた犬を対象に、
登録と予防注射を行います。お近くの会場で受けてください。
　訪問注射を希望する場合は、電話または直接、生活環境課環境衛生係
または動物病院にご相談ください。

■期日　９月29日（木）
■会場・時間

市役所　正面駐車場 8:30～ 8:40 社公民館 10:00～10:05
平公民館 9:00～ 9:05 市八坂支所 10:30～10:35
文化会館　駐車場 9:15～ 9:20 市美麻支所 11:05～11:10
常盤公民館 9:40～ 9:45

■費用　 ▽登録済みで注射のみ　3,600円
　　　　 ▽新規に登録して注射　6,600円
■問い合わせ　生活環境課環境衛生係　℡市内線461

開花期

若芽期

犬の登録と狂犬病予防注射

マスク・発熱時外出控えなどの感染対策を 行事などは感染状況により内容変更の場合あり
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T O P I C Sときめきマイ・シティー

農
作
業
中
の
死
亡
事
故

県
内
で
も
毎
年
発
生

　
県
内
で
は
毎
年
、
農
作
業
中
の

死
亡
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

「
小
さ
な
ヒ
ヤ
リ
」に
慣
れ
て
し
ま

う
こ
と
が
大
き
な
事
故
に
つ
な
が

り
ま
す
の
で「
仕
事
へ
の
慣
れ
や

過
信
に
よ
る
油
断
」「
作
業
を
遅
ら

せ
ま
い
と
す
る
焦
り
」は
禁
物
で

す
。秋

の
農
作
業

機
械
に
よ
る
事
故
に
注
意

　
秋
の
収
穫
期
に
向
け
て
、
機
械

を
操
作
す
る
機
会
が
増
え
ま
す
。

ゆ
と
り
の
あ
る
計
画
的
な
作
業
を

心
が
け
、
確
認
作
業
を
十
分
に
行

い
、
安
全
な
農
作
業
に
努
め
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
手
伝
う
人
の
事

故
も
増
え
て
い
ま
す
。
家
族
や
仲

間
同
士
で
互
い
に
声
を
か
け
合
い
、

地
域
全
体
で
農
作
業
事
故
ゼ
ロ
を

目
指
し
ま
し
ょ
う
。

動力部への
巻き込まれに注意！

1 コンバインのチェーンやカッ
ターに詰まったわらを取り除くとき
は、エンジンを必ず止めて作業を
行ってください。手袋をしていても
刃には触れないようにしましょう。

2 手こぎ作業は、刈り取りクラッ
チを切り、手袋や袖口などがチェー
ンに触れて巻き込まれないよう、
十分注意してください。

3 エンジン始動前に、変速の「中
立」、クラッチの「ＯＦＦ」、「緊急停止
ボタン」の位置を確認してください。

作業時は周囲の安全を確認！

1 作業時はヘルメットを着用し、農地への出入
り時にはブリッジを使い慎重に操作してください。

2 旋回や方向転換をするときは、周囲の状況
や人がいないことを確認してください。特に夕
暮れ時の作業は、後方の安全確認を確実に行っ
てください。作業中は作業補助者と声をかけ合
い、注意喚起を行ってください。

3 ゆとりのある計画的な作業を心がけ、休憩
時間を十分取るなど、無理な作業はやめましょう。

4 一人での作業は避け、家族や仲間には作業
場所と帰宅時間を知らせましょう。万が一のと
きすぐ連絡できるように、携帯電話を必ず携帯
してください。

大
町
の
コ
メ
と
水
を
使
っ
た

お
に
ぎ
り
専
門
店　
香
港
で
開
業

　
市
と
令
和
３
年
10
月
に
包
括

連
携
協
定
を
締
結
し
た（
株
）Ｗ

ａ
ｋ
ｋ
ａ　
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
の
香

港
に
お
け
る
拠
点
で
あ
る
Ｗ
ａ

ｋ
ｋ
ａ　
Ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
ｎ
ａ
ｔ

ｉ
ｏ
ｎ
ａ
ｌ
は
、
香
港
島
東
側

最
大
の
オ
フ
ィ
ス
街
ク
ォ
ー

リ
ー
ベ
イ
に
、
大
町
産
の
コ
メ

を
大
町
の
水
で
炊
い
て
作
っ
た

お
に
ぎ
り
を
販
売
す
る
テ
イ
ク

ア
ウ
ト
専
門
店「
ｔ
ｈ
ｅ　
ｒ

ｉ
ｃ
ｅ　
ｓ
ｔ
ａ
ｎ
ｄ
」を
６

月
21
日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。
精
米
し
た
て
・
土
鍋
炊
き
・

手
握
り
な
ど
の
調
理
方
法
に
も

こ
だ
わ
っ
た
高
規
格
な
お
に
ぎ

り
を
提
供
し
て
お
り（
株
）Ｗ
ａ

ｋ
ｋ
ａ　
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
の
出
口

友
洋
代
表
取
締
役
は「
毎
日
の

よ
う
に
来
て
く
だ
さ
る
リ
ピ
ー

タ
ー
も
あ
り
、
手
応
え
を
感
じ

て
い
る
。
大
町
の
思
い
を
伝
え
、

本
当
に
お
い
し
い
日
本
食
を
広

め
た
い
」と
思
い
を
語
り
ま
し
た
。

　
市
農
産
物
等
輸
出
協
議
会
で

は
、
県
の「
地
域
発
元
気
づ
く

り
支
援
金
」を
活
用
し
て
店
舗

内
の
モ
ニ
タ
ー
や
壁
面
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
、
お
に
ぎ
り
の
包
装
紙
な
ど

に
よ
る
Ｐ
Ｒ
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
同
協
議
会
の
平
出
亨
会
長

は「
大
町
の
コ
メ
を
最
高
の
状

態
で
味
わ
っ
て
も
ら
え
る
こ
と

は
、
生
産
者
と
し
て
も
大
き
な

喜
び
。
世
界
に
通
じ
る
産
地
を

目
指
し
て
努
力
し
て
い
く
」と

話
し
、
牛
越
市
長
は「
コ
メ
以

外
の
農
産
物
や
日
本
酒
な
ど
の

加
工
品
の
輸
出
も
し
っ
か
り
促

進
し
て
い
き
た
い
。
コ
ロ
ナ
の

収
束
を
見
据
え
、
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
の
誘
客
に
も
力
を
尽
く
し
て

い
く
」と
語
り
ま
し
た
。

※
市
農
産
物
等
輸
出
協
議
会
で
は
、

農
産
物
な
ど
の
海
外
販
路
の
開
拓

や
ブ
ラ
ン
ド
化
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
輸
出
に
興
味
の
あ
る
人
は

農
林
水
産
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

マスク・発熱時外出控えなどの感染対策を 行事などは感染状況により内容変更の場合あり

コンバインなど収穫機械の事故防止のための注意点

９
月
１
日（
木
）～
30
日（
金
）

秋
の
農
作
業
安
全
運
動
月
間

■
問
い
合
わ
せ　
農
林
水
産
課
農
業
振
興
係　
℡
市
内
線
６
３
５
・
６
３
６

地
域
の
み
ん
な
で
進
め
よ
う　
農
作
業
安
全
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T O P I C Sときめきマイ・シティー

　
今
月
号
か
ら
こ
の
コ
ラ
ム
の

掲
載
を
再
開
し
ま
し
た
。
休
載

中
の
３
月
ま
で
は
、
感
染
の
第

６
波
に
お
け
る
県
内
で
の
新
規

感
染
者
数
は
多
く
て
も
５
０
０

人
ほ
ど
で
推
移
し
て
い
ま
し
た

が
、
波
が
収
ま
る
こ
と
な
く
先

月
に
は
２
０
０
０
人
台
に
も
な

り
ま
し
た
。
県
は
病
床
使
用
率

が
50
％
を
超
え
た
時
点
で「
医
療

非
常
事
態
宣
言
」を
発
表
し
、
社

会
経
済
活
動
へ
の
影
響
を
抑
え

る
と
と
も
に
、
医
療
、
特
に
外

来
診
療
へ
の
負
担
を
で
き
る
だ

け
避
け
る
た
め
、
県
民
の
皆
さ

ま
に
協
力
を
呼
び
か
け
て
い
ま

す
。
65
歳
未
満
や
基
礎
疾
患
が

な
い
な
ど
、
重
症
化
の
リ
ス
ク

が
低
い
方
で
軽
症
の
場
合
に
は

自
宅
で
健
康
観
察
を
行
い
、
症

状
が
重
い
と
き
に
は
受
診
い
た

だ
く
こ
と
を
要
請
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
中
学
生
・
高
校
生
や
ご

家
族
な
ど
、
若
い
世
代
の
皆
さ

ん
の
感
染
リ
ス
ク
を
下
げ
る
た

め
、
３
回
目
ま
で
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
感
染
が
拡
大
し
始

め
た
７
月
下
旬
に
、
市
長
メ
ッ

セ
ー
ジ
第
25
弾
を
発
出
し
、
基

礎
的
な
感
染
対
策
を
継
続
し
、

特
に
会
食
や
旅
行
の
際
に
は
感

染
予
防
を
徹
底
し
て
い
た
だ
く

よ
う
お
願
い
し
ま
し
た
。
ま
た
、

４
回
目
接
種
対
象
の
方
や
３
回

目
ま
で
の
接
種
が
お
済
み
で
な

い
方
は
、
ご
自
身
と
ご
家
族
な

ど
周
囲
の
方
へ
の
感
染
と
重
症

化
を
予
防
す
る
た
め
、
ぜ
ひ
速

や
か
な
接
種
を
検
討
い
た
だ
く

よ
う
お
願
い
し
ま
し
た
。

　
市
で
は
現
在
、
集
団
接
種
と

個
別
接
種
に
よ
る
接
種
体
制
を

強
化
し
、
４
回
目
接
種
の
対
象

者
で
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ほ
と

ん
ど
の
方
が
今
月
上
旬
ま
で
に

完
了
予
定
で
す
。
予
約
に
空
き

が
生
ま
れ
る
た
め
、
４
回
目
が

お
済
み
で
な
い
高
齢
の
皆
さ
ん

を
は
じ
め
、
若
年
層
の
３
回
目

ま
で
の
方
も
早
期
の
接
種
を
ご

検
討
く
だ
さ
い
。

　
さ
て
、
皆
さ
ま
は
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
は
お
済
み

で
す
か
？ 

市
で
は
、
９
月
末
ま

で
を「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申

請
・
交
付
取
組
み
強
化
期
間
」

に
設
定
し
、
全
庁
を
挙
げ
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
市
役
所
１

階
の
市
民
ホ
ー
ル
に
特
設
窓
口

を
、
八
坂
・
美
麻
両
支
所
で
も

受
付
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

市
役
所
で
は
夜
間
・
休
日
の
時

間
外
の
窓
口
も
設
け
て
い
ま
す
。

公
民
館
や
事
業
所
な
ど
、
５
人

程
度
の
皆
さ
ん
が
集
ま
る
際
に

は
出
張
し
て
受
付
を
行
い
ま
す

の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
市
民

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
ご

利
用
い
た
だ
く
た
め
に
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
利

便
を
図
る
こ
と
も
大
切
で
、
今

後
い
っ
そ
う
カ
ー
ド
の
活
用
範

囲
を
拡
充
で
き
る
よ
う
努
め
ま

す
。

　
国
で
は
、
９
月
末
ま
で
に
交

付
申
請
を
し
た
方
に
、
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
サ
ー
ビ
ス
で
使

え
る
最
大
２
万
円
分
の
ポ
イ
ン

ト
が
も
ら
え
る「
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン

ト
第
２
弾
」に
取
り
組
ん
で
お

り
、
ぜ
ひ
こ
の
期
間
に
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
申
請
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

20
歳
を
迎
え
る
若
者
を
祝
福

令
和
４
年
度
「
二
十
歳
の
門
出
」

　
市
と
市
教
育
委
員
会
は
８
月

15
日
、
人
生
の
節
目
で
あ
る
20

歳
を
迎
え
る
３
０
７
人
の
若
者

を
祝
い
励
ま
す
た
め
、
文
化
会

館
で「
二
十
歳
の
門
出
」を
開
催

し
ま
し
た
。
本
年
度
か
ら
成
年

年
齢
が
18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
、

成
人
式
に
代
わ
っ
て
初
め
て
行

わ
れ
た「
二
十
歳
の
門
出
」に
は
、

色
と
り
ど
り
の
ド
レ
ス
や
着
物
、

ス
ー
ツ
に
身
を
包
ん
だ
１
７
２

人
が
出
席
し
、
旧
友
と
の
再
会

や
記
念
撮
影
を
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。

　
式
典
で
は
、
牛
越
市
長
や
諏

訪
県
議
会
議
員
、
二
條
市
議
会

議
長
の
ほ
か
、
中
学
生
時
代
の

恩
師
か
ら
お
祝
い
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
参
加
者

を
代
表
し
て
清
水
大
輔
さ
ん

（
社
・
宮
本
）は「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
が
猛
威
を
振
る
い
、

今
後
の
見
通
し
が
で
き
な
い
状

態
に
あ
る
。
不
安
は
と
て
も
大

き
い
が
、
さ
ら
な
る
向
上
心
を

持
ち
、
そ
の
時
に
で
き
る
こ
と

を
精
一
杯
行
い
、
自
分
の
信
念

を
貫
い
て
い
き
た
い
」と
二
十

歳
の
誓
い
を
述
べ
ま
し
た
。

　
式
典
後
の
ス
ラ
イ
ド
上
映
で

は
、
保
育
園
や
小
・
中
学
校
に

通
っ
て
い
た
当
時
の
写
真
が
ス

ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
さ
れ
、
参

加
者
は
懐
か
し
そ
う
に
見
入
っ

て
い
ま
し
た
。

　
出
席
し
た
齋
藤
あ
か
り
さ
ん

（
社
・
宮
本
）は「
保
育
士
と
い

う
夢
に
向
か
っ
て
今
年
は
実
習

を
頑
張
り
た
い
」平
林
遥
さ
ん

（
大
町
・
桜
田
町
）は「
大
学
生

活
を
楽
し
み
な
が
ら
自
分
の
軸

を
持
っ
て
頑
張
っ
て
い
き
た

い
」堀
綾
佑
さ
ん（
社・館
ノ
内
）

は「
こ
れ
か
ら
も
仕
事
に
し
っ

か
り
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」

と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

マスク・発熱時外出控えなどの感染対策を 行事などは感染状況により内容変更の場合あり

こんにちは
牛越です
こんにちは
牛越です
【第144回】

新型コロナ
第７波まん延

大町市長　牛越徹



広報おおまち　2022.9 16

生涯学習
大町公民館・文化会館

観覧者募集　　「新・ＢＳ日本のうた」公開収録
　市とＮＨＫ長野放送局の共催でＢＳプレミアムの番組「新・ＢＳ日本のうた」の公開収録を実施します。
素晴らしい名曲の数々を豪華な出演者がたっぷりとお届けします。観覧無料です。

■日時　10月20日（木）　午後５時20分開場、午後６時開演
■会場　文化会館　大ホール
■出演予定　
※五十音順

　　　　　　＜司会＞渡辺健太アナウンサー
■申し込み　９月26日（月）までに、往復はがき（私製はがきは不可）に必要事項を明記の上、文化会館へ（必着）。
　　　　　　※記入例　　　　往信おもて　　　返信うら　　　　　返信おもて　　　往信うら

■問い合わせ　ＮＨＫ長野放送局　℡026-291-5200　ホームページhttps://nhk.or.jp/nagano/

なつかシネマ
映画『伊豆の踊子』上映会

　あの頃の時代を懐かしんでいただくとともに、昔の
作品の良さを認識していただくため、映画『伊豆の踊
子』上映会を行います。入場無料です。

■日時　９月17日（土）　午後１時30分開場、午後２時開演
■会場　文化会館　大ホール
■上映作品　『伊豆の踊子』［1963年　日活映画］（カラー　シネマスコープ　87分）

▽出演　吉永小百合、高橋英樹　ほか

マスク・発熱時外出控えなどの感染対策を 行事などは感染状況により内容変更の場合あり

■問い合わせ　大町公民館・文化会館　℡・有線22-9988

丘みどり

松尾雄史

角川博

美川憲一

大町市大町1601-2
大町市文化会館

「新・ＢＳ日本のうた」
　　　 観覧係　行

申込者の
①郵便番号
②住所
③氏名

申込者の
①郵便番号
②住所
③氏名
④電話番号

398-0002

この面には何も
記入しないで
ください。

城之内早苗

みちのく娘！
（左から羽山みずき、工藤あやの、津吹みゆ）　ほか

瀬川瑛子 田川寿美
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平公民館・女性未来館ピュア

サークル１日体験「朗読」
　サークルの皆さんの協力により
朗読の発表会を行います。お気軽
にお出かけください。

■日時　９月11日（日）
午後１時30分～３時30分

■会場　平公民館　学習室
■内容

▽宮沢賢治作『祭の晩』
　【朗読】太田節子さん

▽中島敦作『山月記』
　【朗読】小日向美香さん

▽井上ひさし作『笛吹峠の話売り』
　（『新釈 遠野物語』より）
　【朗読】相澤照子さん
■協力サークル　朗読はづきの会

（有）塩原書店　創業90周年記念　地元日展作家三人展　木・土と
　塩原書店創業90周年を記念し、郷土にゆかりのある日展工芸作家、髙橋貞夫氏・海川盛利氏・相澤正
樹氏による三人展を開催します。会期中は入館無料です。ぜひ皆さんでお出かけください。

■日時　９月15日（木）～19日（月・祝日）　午前９時～午後４時
■会場　塩の道ちょうじや（八日町2572　℡22-4018）
■展示作家　髙橋貞夫（木）、海川盛利（木）、相澤正樹（陶）
■主催　（有）塩原書店
■後援　大町市教育委員会
■協力　（一社）縁家、ほおずき書籍、オカリーナポポロ
■問い合わせ　（有）塩原書店（九日町4136）　℡22-0076

秋のトレッキング～安曇野の伝説の地巡り～
　恒例の秋のトレッキングを本年度も開催します。大町民話
の里づくりもんぺの会の皆さんによる語りを聞きながら、安
曇野周辺地域に伝わる伝説や歴史を学びます。参加無料です。

■日時・内容　全４回　各回とも平公民館・女性未来館ピュ
アを午前９時に出発、午後４時30分ごろに帰着

▽９月20日（火）　民話①　麻績村・旧坂北村・生坂村編
　（山清路、刈谷沢神明社、青柳宿、麻績神明社など）

▽９月26日（月）　民話②　旧明科町・旧四賀村編
　（明科廃寺跡、泉福寺、苅谷原宿、保福寺峠など）

▽10月３日（月）　民話③　旧穂高町編
　（有明山神社、魏石鬼岩窟、満願寺、穂高空襲跡など）

▽10月11日（火）　民話④　旧豊科町・旧三郷村・旧堀金村編
　（長尾組大庄屋・山口家、貞享義民記念館、法蔵寺など）
※目的地はあくまで予定です。
■集合場所　平公民館　玄関前
※バスで現地まで移動します。
■定員　先着15人
■講師　清水隆寿（仁科路研究会理事）
■協力　大町民話の里づくりもんぺの会
■費用　施設入館料・昼食代などが別途かかる場合があります。
■申し込み　９月９日（金）から、電話または直接、平公民館・

女性未来館ピュアへ。
■その他　見学地や当日の行程、昼食など、詳しくは参加者

の皆さんにお知らせします。

マスク・発熱時外出控えなどの感染対策を 行事などは感染状況により内容変更の場合あり

■問い合わせ　平公民館・女性未来館ピュア　℡・有線22-0694

海川盛利『幸雲』

髙橋貞夫『心行』 相澤正樹『春の旋律』
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山岳博物館

バードウォッチング
　居谷里湿原と白樺峠でバードウォッチングを開催します。参加無料です。

共通事項

■対象・定員　どなたでも　各回先着15人
■その他　 ▽開催を中止する場合は前日までに連絡します。
　　　　　 ▽集合場所や持ち物など、詳しくは山岳博物館ホームページの
　　　　　　イベント案内をご覧ください。

さんぱくゼミナール
「青木湖が記録した気候変動」

　湖の底には泥や砂が連続的に少しずつたまり、過
去の環境が記録されています。青木湖の堆積物の分
析により、過去３万4000年間の日本の気候変動を
復元した成果を分かりやすく解説します。

■日時　９月17日（土）　午後１時30分～３時30分
■会場　山岳博物館　講堂
■対象・定員　どなたでも　先着40人
■講師　公文富士夫先生（信州大学名誉教授）
■費用　ゼミナールの聴講のみは無料

※当日は「家庭の日」前日のため、大町市民
は博物館観覧料が無料になります。

■申し込み　事前に、電話または直接、山岳博物館へ。

親子地学教室
「河原の石ころを見に行こう」

　北アルプスには、かつて巨大な火山があり
ました。篭川の河原の石ころを観察して、北
アルプスの成り立ちを考えます。石ころ標本
のお土産付きです。

■日時　９月25日（日）
午前９時～11時30分

■会場　篭川の河原
■集合場所　大町エネルギー博物館駐車場
■対象・定員　小学生とその保護者　20人
■費用　１組500円
■申し込み　８月25日（木）から、電話または

直接、山岳博物館へ。

居谷里湿原

　秋の野鳥の観察会を行います。

■日時　９月10日（土）　午前８時～10時
■申し込み　９月８日（木）までに、電話ま

たは直接、山岳博物館へ。

白樺峠（タカ見の広場）

　タカの渡りの観察会を行います。

■日時　９月24日（土）　正午～午後３時30分

▽予備日　10月10日（月）
■申し込み　９月22日（木）までに、電話または直

接、山岳博物館へ。

マスク・発熱時外出控えなどの感染対策を 行事などは感染状況により内容変更の場合あり

■問い合わせ　山岳博物館　℡・有線22-0211
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文化財センター

令和４年度
第５回文化財講座

「高瀬川基盤岩と大町市の地形」
　「常盤岩」とも称される市天然記念物「高
瀬川基盤岩」は、一部で高瀬川の河原に露
出しており、松本盆地内部で糸魚川－静岡
構造線の通過位置を知る貴重な手がかりと
されています。現地見学を行い、その地質
学的な価値や周辺地形の成り立ちについて、
講師に詳しく解説していただきます。常盤
公民館との共催講座です。申し込み不要、
参加無料です。

■日時　９月11日（日）　午前９時～11時
※小雨決行、荒天中止

■会場　高瀬川河川敷（大町市常盤）
■集合・解散　下一マレットゴルフ場駐車

場
■対象　どなたでも
■講師　太田勝一（山岳博物館専門員）
■その他

▽河原を歩きます。ぬれても良い服装でご
参加ください。

▽ 新型コロナウイルス感染症対策のため、
受講者は手指消毒、検温、氏名・連絡先
の記入にご協力ください。

▽当日および過去２週間以内に発熱や風邪
症状のあった人は、受講をご遠慮くださ
い。

■問い合わせ
　文化財センター　℡・有線23-4760

第23回　美術館めぐり
　芸術文化振興事業の一つとして美術館めぐりを
開催します。この機会に大勢の皆さんの参加をお
待ちしています。

■日時　10月21日（金）
午前８時～午後５時40分ごろ

■集合・解散　文化会館駐車場（バス２台で移動）
■観覧施設　上田市立美術館「サントミューゼ」

（上田市）、無言館（上田市）、鉄の展示館
（坂城町）

■対象・定員　市内にお住まいか通勤している人
38人　※定員を超えた場合は抽選（初め
ての人を優先）

■費用　2,850円（入館料・保険料）
※障害者手帳をお持ちの人は別途割引が

あります。
※昼食は各自自由（北国街道柳町〔上田市〕）

■申し込み　９月16日（金）までに、①か②の方
法でお申し込みください。重複して申し
込んだ場合は無効とします。参加の可否
は、10月上旬までに代表者へ通知します。

①はがきか封書に「美術館めぐり申し込み」と明記
して、氏名、住所、生年月日、固定・携帯電話
番号、障害者手帳の有無を記入の上、生涯学習
課生涯学習・青少年係へ（必着）。

②９月１日（木）以降、電子申請サイト（https://
s-kantan.jp/city-omachi-nagano-u/offer/
offerList_detail.action?tempSeq=24072）から。

　　　　
電子申請サイト

※①・②のどちらも、一度に２人まで申し込みで
きます。その場合、２人分の情報を記入・入力し、
どちらが代表者かを明記してください。３人以
上の場合は、申し込みを複数回に分けて、同一
グループであることを記載してください。（バ
スの号車決めのときに考慮します）

■その他　バスの座席は、新型コロナウイルス対
策のため２席で１人とします。

■問い合わせ
　生涯学習課生涯学習・青少年係　℡市内線622

マスク・発熱時外出控えなどの感染対策を 行事などは感染状況により内容変更の場合あり

市指定天然記念物
「高瀬川の基盤岩」（露頭の一部）
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体力Upエクササイズ講座
　ストレッチ・リズム体操を組み合わせた体力向上プログラム。運動不足になる冬を前に、自宅でもで
きるエクササイズを習ってみませんか。寒くなる時期ですが、感染症対策のため、室内の換気を随時行
います。参加無料です。

■日時　全６回　10月７日（金）・14日（金）・21日（金）、11月11日（金）・18日（金）・25日（金）
午後１時30分～３時

■会場　社公民館
■対象・定員　市内にお住まいの人　先着30人
■講師　太田陽子さん（健康づくりトレーナー）
■持ち物　ヨガマット（なければバスタオル）、タオル、飲み物

※運動のできる服装でご参加ください。
■申し込み　10月３日（月）までに、電話で、社公民館へ。
■その他　託児あります。事前にお申し込みください。
■問い合わせ　社公民館　℡・有線22-0378

第21回大北スポーツ競技会
■日時　10月２日（日）

▽開会式　午前８時　運動公園陸上競技場
　　　　※雨天の場合、各チーム代表者のみで開催

▽競技開始　午前９時30分（一部競技は午前９時）
■種目　陸上競技、ソフトバレーボール、卓球、ソフトテニス、
　　　　ゲートボール、マレットゴルフ、グラウンド・ゴルフ、
　　　　ソフトボール、剣道、ミニテニス
■参加資格

▽大北地区在住者で市町村単位・学校単位とします。

▽１選手１競技に限ります（陸上競技を除く）。

▽年齢制限のある種目は、令和４年４月１日現在の満年齢を適用します。
■申し込み　陸上競技は９月９日（金）まで、その他の競技は９月14日（水）までに、総合体育館にある申

込用紙に必要事項を記入の上、直接、同館へ。
※他町村については、各教育委員会へお問い合わせください。

■注意事項

▽ゲートボール、マレットゴルフ、ソフトボール競技は、各競技連盟・協会の選出で参加決定するため、
オープン参加はできません。

▽参加者は、スポーツ傷害保険などに加入してください。

▽参加者は、開会式に出席してください。

▽新型コロナウイルス感染対策のため、参加者は参加２週間前からの体調チェックにご協力をお願いし
ます（申込時にチェックシートを配布します）。

■問い合わせ　総合体育館　℡・有線22-8855

社公民館

総合体育館

マスク・発熱時外出控えなどの感染対策を 行事などは感染状況により内容変更の場合あり
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nformationIhttps://www.city.omachi.nagano.jp/
市 ＝市役所 TEL・有線22-0420／FAX23-4304

情報ステーション

募集

募集

大
町
市
総
合
計
画

審
議
会
委
員

　
市
で
は
、
令
和
４
年
度
～
８
年
度
を

計
画
期
間
と
す
る
第
５
次
総
合
計
画
後

期
基
本
計
画
の
進
行
管
理
を
行
い
、
総

合
的
か
つ
計
画
的
な
行
政
の
運
営
を
図

る
た
め
、
総
合
計
画
審
議
会
委
員
を
公

募
し
ま
す
。

■
募
集
人
数　
若
干
名

■
任
期　
10
月
～
令
和
６
年
３
月

■
会
議　
年
３
～
４
回
程
度

■
応
募
資
格　

▽
応
募
日
時
点
で
18
歳
以
上

▽
市
内
に
お
住
ま
い
か
通
勤
・
通
学
し

て
い
る
人

■
申
し
込
み　
９
月
20
日（
火
）ま
で
に
、

応
募
動
機
を
任
意
の
様
式
に
８
０
０
字

程
度
に
ま
と
め
、
住
所
・
氏
名
・
生
年

月
日・電
話
番
号・職
業（
勤
務
先
な
ど
）

を
明
記
の
上
、
郵
送（
必
着
）ま
た
は
直

接
、
企
画
財
政
課
企
画
調
整
係
へ
。

■
問
い
合
わ
せ

企
画
財
政
課
企
画
調
整
係

℡
市
内
線
５
２
１

〒
３
９
８

－

８
６
０
１

大
町
市
大
町
３
８
８
７
番
地

職
人
さ
ん
を
褒
賞

技
能
功
労
者
の
推
薦
を

　
市
で
は
、
11
月
３
日
の「
文
化
の
日
」

に
褒
賞
す
る
技
能
功
労
者
を
募
集
し
ま

す
。
技
能
功
労
者
と
し
て
の
功
績
を
た

た
え
、
さ
ら
な
る
業
界
の
発
展
と
振
興

を
図
り
、
他
の
模
範
と
な
る
人
を
褒
賞

し
ま
す
。

■
対
象　
大
工
、
石
匠
、
畳
師
、
板
金

工
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
師
、
調
理
師
、
杜と

う

氏じ

、
美
容
師
、
自
動
車
整
備
工
な
ど
の

技
術
職
で
、
経
験
が
お
お
む
ね
30
年
以

上
か
つ
60
歳
以
上
で
指
導
的
立
場
の
人

■
推
薦
方
法　
各
職
種
の
団
体
に
所
属

し
て
い
る
人
は
団
体
か
ら
の
推
薦
、
所

属
し
て
い
な
い
人
は
自
治
会
や
関
係
者

が
推
薦
し
て
く
だ
さ
い
。
９
月
16
日

（
金
）ま
で
に
、
商
工
労
政
課
商
業
労
政

係
に
あ
る
所
定
の
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
郵
送（
必
着
）ま
た
は
直
接
、

同
係
へ
。

■
問
い
合
わ
せ

商
工
労
政
課
商
業
労
政
係

℡
市
内
線
５
４
２

  募集　自衛官候補生 

　防衛省では、自衛官候補生（男子・女子）を募集して
います。詳しくは自衛隊長野地方協力本部ホームページ
をご覧いただくか、お問い合わせください。

自衛官候補生
　採用後「自衛官候補生」（特別職国家公務員）に任命され、自衛官となるために必要な基礎的教育訓練に専
念する新しい採用制度です。自衛官候補生として所要の教育を経て３カ月後に２等陸・海・空士（任期制
自衛官※）に任官します。

※任期制自衛官とは、陸上自衛官は１年９カ月（一部技術系は２年９カ月）、海上・航空自衛官は２年９カ月を１
任期（２任期目以降は各２年）として勤務する隊員のことです。教育訓練を受けた後に各部隊・基地などに配属
されます。約９カ月後、１等陸・海・空士に昇任し、さらに１年後、陸・海・空士長に昇任します。

■応募資格　18歳～32歳の人（32歳の人は、採用予定月の１日から起算して３カ月に達する日の翌月の末日現
在、33歳に達していない人）

■受付期間　通年
■試験日程　受付時に通知
■問い合わせ　自衛隊長野地方協力本部松本地域事務所（松本市深志2-6-5　マルナカ深志ビル１階）
　　　　℡0263-36-2787　ホームページhttps://www.mod.go.jp/pco/nagano/

マスク・発熱時外出控えなどの感染対策を 行事などは感染状況により内容変更の場合あり

自衛隊長野地方協力本部公認キャラクター
「しんちゃん」「なのちゃん」
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募集

募集

募集

大
北
高
等
職
業
訓
練
校

訓
練
生

　
大
北
高
等
職
業
訓
練
校
で
は
、
次
の

コ
ー
ス
の
訓
練
生
を
募
集
し
ま
す
。

電
子
計
算
機
科（
パ
ソ
コ
ン
）

初
心
者
コ
ー
ス

■
日
時　
10
月
～
翌
年
３
月　
毎
週
月

曜
日　
全
18
回　
午
後
６
時
～
９
時

■
費
用　
３
万
５
０
０
０
円

ビ
ジ
ネ
ス
実
践
コ
ー
ス

■
日
時　
10
月
～
翌
年
３
月　
毎
週
水

曜
日　
全
18
回　
午
後
６
時
～
９
時

■
費
用　
３
万
５
０
０
０
円

観
光
ビ
ジ
ネ
ス
科（
外
国
語
）

実
践
英
会
話
コ
ー
ス（
入
門
編
）

■
日
時　
10
～
12
月　
毎
週
火
曜
日

全
10
回　
午
後
２
時
30
分
～
４
時
30
分

■
費
用　
２
万
５
０
０
０
円

実
践
英
会
話
コ
ー
ス（
実
践
編
）

■
日
時　
10
～
12
月　
毎
週
月
曜
日

全
10
回　
午
後
６
時
15
分
～
８
時
15
分

■
費
用　
２
万
５
０
０
０
円

韓
国
語
コ
ー
ス

■
日
時　
10
～
12
月　
毎
週
水
曜
日　

全
10
回　
午
後
６
時
～
８
時

■
費
用　
２
万
５
０
０
０
円

共
通
事
項

■
申
し
込
み　
９
月
30
日（
金
）ま
で
に
、

電
話
ま
た
は
直
接
、
大
北
高
等
職
業
訓

練
校
へ
。

■
そ
の
他　
最
低
催
行
人
数
は
５
人

■
問
い
合
わ
せ

大
北
高
等
職
業
訓
練
校

℡
２
２
・
２
０
５
０

長
野
県
技
術
専
門
校

令
和
５
年
度
入
校
生

　
県
下
６
校
の
技
術
専
門
校
で
は
、
令

和
５
年
度
入
校
の
訓
練
生
を
募
集
し
ま

す
。
詳
し
く
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

普
通
課
程（
推
薦
入
校
）

■
受
付
期
間　
９
月
26
日（
月
）～
10
月

13
日（
木
）

■
入
校
選
考　
10
月
24
日（
月
）

普
通
課
程（
一
般
入
校
）

■
受
付
期
間　
10
月
31
日（
月
）～
11
月

15
日（
火
）

■
入
校
選
考　
11
月
28
日（
月
）

短
期
課
程

■
受
付
期
間　
12
月
12
日（
月
）～
５
年

１
月
30
日（
月
）

■
入
校
選
考　
５
年
２
月
９
日（
木
）

■
問
い
合
わ
せ　
県
産
業
人
材
育
成
課

℡
０
２
６
・
２
３
５
・
７
１
９
９

障
が
い
者
向
け
公
共
職
業
訓
練

「
就
労
準
備
と
Ｐ
Ｃ
基
礎
科
」

訓
練
生

　
県
松
本
技
術
専
門
校
で
は
、
障
が
い

の
あ
る
人
向
け
の
公
共
職
業
訓
練「
就

労
準
備
と
Ｐ
Ｃ
基
礎
科
」の
訓
練
生
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

■
訓
練
期
間　
10
月
18
日（
火
）～
12
月

16
日（
金
）

▽
休
講
日　
土
・
日
曜
日
、
祝
日

■
日
時　
休
講
日
以
外
の
毎
日　
午
前

９
時
30
分
～
午
後
２
時
45
分

■
会
場　
（
株
）コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ズ
・
ア
イ（
松
本
市
筑
摩
１

－

11

－

20

上
條
ビ
ル
２
階
）

■
内
容　
仕
事
を
長
く
続
け
て
い
く
た

め
の
社
会
性
ス
キ
ル
を
ワ
ー
ク
中
心
に
、

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
の
基
礎
を
習
得
し
ま
す
。

自
分
に
合
っ
た
仕
事
を
見
つ
け
、
自
信

を
持
っ
て
就
職
活
動
が
で
き
る
よ
う
に

個
別
に
就
職
支
援
を
行
い
ま
す
。
Ｏ
ｆ

ｆ
ｉ
ｃ
ｅ
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
ク
ラ

ウ
ド
ツ
ー
ル
の
基
礎
を
習
得
し
、
簡
単

な
ビ
ジ
ネ
ス
書
類
の
修
正
、
情
報
共
有

や
テ
レ
ワ
ー
ク
に
も
対
応
で
き
る
ス
キ

ル
を
身
に
付
け
ま
す
。

■
対
象　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
登
録

を
し
て
い
る
障
が
い
の
あ
る
人
で
、
訓

練
を
利
用
し
て
就
職
を
希
望
す
る
パ
ソ

コ
ン
初
心
者（
未
経
験
者
も
可
）

■
定
員　
６
人

■
受
講
料　
無
料

※
教
科
書
代
な
ど
は
自
己
負
担

■
申
し
込
み　
９
月
26
日（
月
）ま
で
に
、

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
直

接
、
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
。

※
申
込
書
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
入
手
で

き
ま
す
。

■
入
校
選
考

▽
日
時　
10
月
５
日（
水
）　
午
前
９
時

30
分
～

▽
会
場　
（
株
）コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ズ
・
ア
イ

■
そ
の
他　
訓
練
期
間
中
に
手
当
が
支

給
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
担
当
窓
口
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　
県
松
本
技
術
専
門
校

（
担
当
・
降
籏
、
柴
）

℡
０
２
６
３
・
５
８
・
３
１
５
８

マスク・発熱時外出控えなどの感染対策を 行事などは感染状況により内容変更の場合あり



23 広報おおまち　2022.9

https://www.city.omachi.nagano.jp/
市 ＝市役所 TEL・有線22-0420／FAX23-4304

お知らせお知らせ

お知らせ
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お知らせ

人
権
擁
護
委
員
に
よ
る

「
特
設
人
権
相
談
所
」

　

大
町
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
で
は

「
近
隣
、
家
庭
、
相
続
、
い
じ
め
、
セ

ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
差
別
」

な
ど
の
心
配
事
、
悩
み
事
な
ど
の
相
談

を
無
料
で
受
け
付
け
ま
す
。
秘
密
は
固

く
守
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
出

か
け
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
９
月
５
日（
月
）　
午
前
９
時
～

正
午

■
会
場　
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
市

八
坂
支
所
、
市
美
麻
支
所

■
相
談
担
当
者　
人
権
擁
護
委
員

■
問
い
合
わ
せ

長
野
地
方
法
務
局
大
町
支
局

℡
２
２
・
０
３
７
９

人
権
を
考
え
る
市
民
の
集
い

　
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
一
人
一
人

が
人
権
問
題
を
自
分
自
身
の
問
題
と
し

て
捉
え
、
互
い
の
人
権
を
尊
重
す
る
意

識
を
高
め
る
た
め
講
演
会
を
開
催
し
ま

す
。
今
回
は
、
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
の

病
気
の
た
め
に
介
助
サ
ポ
ー
ト
を
受
け

な
が
ら
自
立
生
活
を
し
て
い
る
人
の
お

話
で
す
。
申
し
込
み
不
要
、
入
場
無
料

で
す
。

■
日
時　
９
月
15
日（
木
）　
午
後
２
時
～

３
時
15
分

■
会
場　
美
麻
小
中
学
校　
体
育
館

■
内
容

▽
児
童
・
生
徒
の
意
見
発
表

▽
講
演
会「
共
生
社
会
に
向
け
て
で
き

る
こ
と
」

【
講
師
】井
出
今
日
我
さ
ん（
Ｃ
Ｉ
Ｌ
上

田
Ｇ
ｒ
ｏ
ｐ
ｉ
ｎ
ｇ
代
表
）

■
持
ち
物　
上
履
き

■
問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課
人
権
教
育
担
当

℡
市
内
線
６
２
３

人
権
教
育
講
演
会

　
市
教
育
委
員
会
と
人
権
・
同
和
教
育

推
進
懇
談
会
で
は
、
人
権
問
題
に
対
す

る
正
し
い
理
解
と
社
会
を
取
り
巻
く
現

状
を
学
び
、
人
権
意
識
を
高
め
る
た
め

に
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
申
し
込
み

不
要
、
入
場
無
料
で
す
。

■
日
時　
10
月
１
日（
土
）　
午
後
１
時

30
分
～
３
時
20
分

■
会
場　
常
盤
公
民
館

■
内
容　
「
矯
正
施
設
を
出
所(

出
院)

し
た
人
た
ち
の
人
権
に
つ
い
て
」

【
講
師
】大
平
義
郎
さ
ん（
元
法
務
省
愛

知
少
年
院
院
長
）

■
問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課
人
権
教
育
担
当

℡
市
内
線
６
２
３

職
場
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
感
染
し
た
ら
…
。

～
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
労
災
補
償
～

　
業
務
に
よ
っ
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
感
染
し
た
場
合
、
労
災
保
険
給
付

の
対
象
と
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
厚
生

労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
Ｑ
＆
Ａ（
項

目「
５　
労
災
補
償
」）を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

■
対
象

▽
感
染
経
路
が
業
務
に
よ
る
こ
と
が
明

ら
か
な
場
合

▽
感
染
経
路
が
不
明
で
も
、
感
染
リ
ス

ク
が
高
い
業
務
※
に
従
事
し
、
そ
れ
に

よ
り
感
染
し
た
可
能
性
が
高
い
場
合

▽
医
師
・
看
護
師
や
介
護
の
業
務
に
従

事
し
て
い
る
人
は
、
業
務
外
で
感
染
し

た
こ
と
が
明
ら
か
な
場
合
を
除
き
、
原

則
と
し
て
対
象

▽
症
状
が
持
続
し（
罹り

患か
ん

後
症
状
が
あ

り
）、
療
養
な
ど
が
必
要
と
認
め
ら
れ

る
場
合

※
感
染
リ
ス
ク
が
高
い
業
務
の
例

▽
複
数
の
感
染
者
が
確
認
さ
れ
た
労
働

環
境
下
で
の
業
務

▽
顧
客
な
ど
の
近
接
や
接
触
の
機
会
が

多
い
労
働
環
境
下
の
業
務

■
問
い
合
わ
せ

長
野
労
働
局
大
町
労
働
基
準
監
督
署

℡
２
２
・
２
０
０
１

秋
の
あ
い
さ
つ
運
動

「
あ
い
さ
つ
で 

心
と
心
が

こ
ん
に
ち
は
」

　
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議
で
は「
あ

い
さ
つ
を
交
わ
し
合
う
こ
と
で
、
温
か

い
心
の
通
い
合
う
ま
ち
を
つ
く
ろ
う
」

と
い
う
願
い
の
下
、
あ
い
さ
つ
運
動
を

推
進
し
て
い
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
期
間　
９
月
21
日（
水
）～
30
日（
金
）

■
実
施
時
間　
各
自
治
会
の
計
画
に
よ

り
ま
す
。

■
実
施
団
体　
各
自
治
会
、
小
・
中
学

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
子
ど
も
会
育
成
会　
ほ
か

■
街
頭
啓
発　
自
治
会
担
当
者
が
ワ
ッ

ペ
ン
や
ベ
ス
ト
を
着
用
し
て
あ
い
さ
つ

運
動
を
実
施

■
問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
・
青
少
年
係

℡
市
内
線
６
２
５

マスク・発熱時外出控えなどの感染対策を 行事などは感染状況により内容変更の場合あり
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stf/seisakunitsuite/bunya/
kenkou_iryou/dengue_
fever_qa_00018.html#Q5-1
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お知らせ

お知らせ

お知らせ

今
年
も「
が
ん
ば
ろ
う
！

大
町
応
援
券
」を
販
売
し
ま
す

９
月
26
日（
月
）か
ら

　
市
で
は
、
物
価
高
騰
や
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
る
影
響
を
受
け
た
市
民
生
活
を
支
援

す
る
と
と
も
に
、
消
費
喚
起
を
促
し
て

市
内
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
地

域
商
品
券「
が
ん
ば
ろ
う
！ 

大
町
応
援

券
２
０
２
２
」を
販
売
し
ま
す
。
商
品

券
購
入
に
必
要
な
引
換
券
は
、
各
世
帯

に
順
次
郵
送
し
ま
す
。

■
対
象　
市
民（
７
月
15
日
現
在
の
住

民
基
本
台
帳
登
録
者
）

▽
９
月
中
旬
を
め
ど
に
、
全
世
帯
に
購

入
引
換
券
を
郵
送
し
ま
す
。
必
ず
販
売

場
所
ま
で
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

▽
引
換
券
が
あ
れ
ば
、
代
理
の
人
で
も

購
入
が
可
能
で
す
。

▽
購
入
の
際
は
販
売
所
に
お
越
し
い
た

だ
い
た
人
の
本
人
確
認
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
引
き
換
え
に
来
る
人
は
、

ご
自
身
の
運
転
免
許
証
や
保
険
証
な
ど

を
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■
販
売
期
間　
９
月
26
日（
月
）～
10
月

20
日（
木
）

■
販
売
金
額　
１
冊
５
０
０
０
円（
額

面
１
万
円　
１
０
０
０
円
券
×
10
枚
）

※
10
枚
＝
共
通
券
６
枚（
全
て
の
取
扱

店
舗
で
使
用
可
能
）・
限
定
券
４
枚（
大

型
店
を
除
く
取
扱
店
舗
で
使
用
可
能
）

■
購
入
限
度
額　
５
０
０
０
円
／
人

（
購
入
引
換
券
１
枚
に
つ
き
１
冊
）

■
商
品
券
の
利
用
期
限　
令
和
５
年
１

月
31
日（
火
）

■
販
売
場
所
・
時
間

▽
大
町
商
工
会
議
所　
午
前
９
時
～
午

後
４
時　
（
平
日
、
土
・
日
曜
日
）

※
祝
日
の
10
月
10
日（
月
）は
販
売
し
ま

せ
ん
。

▽
市
八
坂
支
所
・
市
美
麻
支
所　
午
前

９
時
～
午
後
４
時（
平
日
の
み
）

■
問
い
合
わ
せ

商
工
労
政
課
商
業
労
政
係

℡
市
内
線
５
４
２

９
月
は
健
康
増
進
普
及
月
間・

食
生
活
改
善
普
及
月
間

統
一
標
語

「
１
に
運
動　
２
に
食
事　

し
っ
か
り
禁
煙　
最
後
に
ク
ス
リ

～
健
康
寿
命
の
延
伸
～
」

　
毎
年
９
月
１
日
～
30
日
は
、
厚
生
労

働
省
が
定
め
る
健
康
増
進
普
及
月
間
・

食
生
活
改
善
普
及
月
間
で
す
。
こ
の
機

会
に
自
分
の
生
活
習
慣
を
振
り
返
り
、

健
康
増
進
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

　
今
年
の
夏
は
全
国
的
に
平
年
よ
り
も

気
温
が
高
く
、
残
暑
も
厳
し
く
な
る
と

見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
９
月
は
夏
場
の

疲
れ
も
出
て
く
る
時
期
で
す
。
ま
た
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、
家

に
い
る
時
間
が
長
く
な
り
が
ち
で
す
。

　
定
時
に
起
き
て
朝
日
を
浴
び
る
な
ど

の
工
夫
で
生
活
リ
ズ
ム
を
保
ち
ま
し
ょ

う
。
健
康
な
体
づ
く
り
の
た
め
に
は
、

食
事
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
お
い
し
く
食
べ

る
こ
と
も
大
切
で
す
。

今
か
ら
で
き
る
健
康
増
進
・

食
習
慣
の
ポ
イ
ン
ト

①
運
動　
今
よ
り
も「
10
分
多
く
」元
気

に
体
を
動
か
す
。
体
操
や
ス
ト
レ
ッ
チ

な
ど
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

②
食
事　
主
食
・
主
菜
・
副
菜
を
そ
ろ

え
て
食
べ
る
。「
毎
日
プ
ラ
ス
１
皿
の

野
菜
」「
お
い
し
く
減
塩
１
日
マ
イ
ナ
ス

２ｇ
」を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

③
休
養　
睡
眠
時
間
の
確
保
、
生
活
リ

ズ
ム
を
保
つ
こ
と
が
快
眠
に
つ
な
が
り

ま
す
。
で
き
る
だ
け
決
ま
っ
た
時
間
に

布
団
に
入
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。

④
健
康
診
査　
健
康
診
査
・
が
ん
検
診

の
受
診
、
定
期
的
な
体
重
測
定
、
家
庭

血
圧
測
定

■
問
い
合
わ
せ　
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

℡
２
３
・
４
４
０
０

第
34
回
淡
水
魚
の
日

　
市
漁
業
協
同
組
合
連
絡
協
議
会
で
は

「
淡
水
魚
の
日
」を
開
催
し
ま
す
。
地
域

の
皆
さ
ん
に
淡
水
魚
の
お
い
し
さ
を

知
っ
て
い
た
だ
き
、
地
場
消
費
拡
大
に

つ
な
げ
る
た
め
、
地
元
産
の
淡
水
魚
を

大
特
価
で
販
売
し
ま
す
。
大
勢
の
皆
さ

ん
の
来
店
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時　
９
月
10
日（
土
）　
午
前
10
時
～

正
午（
売
り
切
れ
次
第
終
了
）

※
密
を
避
け
る
た
め
、
開
始
時
間
ま
で

は
並
ば
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

■
会
場　
ザ
・
ビ
ッ
グ
信
濃
大
町
店　

正
面
入
り
口
前

■
販
売
魚
種　
地
元
産
の
淡
水
魚（
シ

ナ
ノ
ユ
キ
マ
ス
・
ヒ
メ
マ
ス
・
木
崎
マ

ス
・
ア
ユ
）

※
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　
市
漁
業
協
同
組
合
連

絡
協
議
会
事
務
局（
農
林
水
産
課
農
業

推
進
支
援
係
内
）

℡
市
内
線
６
３
２

マスク・発熱時外出控えなどの感染対策を 行事などは感染状況により内容変更の場合あり



25 広報おおまち　2022.9

https://www.city.omachi.nagano.jp/
市 ＝市役所 TEL・有線22-0420／FAX23-4304

お知らせ

お知らせ

お知らせ

お知らせ

宝
く
じ
の
助
成
金
で
整
備

白
塩
町
子
供
流や

ぶ

さ

め

鏑
馬
馬
具

　
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と
し

て
、
宝
く
じ
の
受
託
事
業
収
入
を
財
源

に（
一
財
）自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
実
施

し
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を

活
用
し
、
白
塩
町
自
治
会
で
は
子
供
流

鏑
馬
に
使
用
す
る
馬
具
の
整
備
を
行
い

ま
し
た
。

　
大
町
の
夏
の
風
物
詩
で
あ
る
流
鏑
馬

は
、
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
お
り
、
子
ど
も
が
射
手
と
な
る

の
は
全
国
的
に
も
珍
し
く
貴
重
な
行
事

で
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
で
３
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
が
、
馬
具
を
新
調
し
、
伝
統
行
事

を
末
永
く
継
承
す
る
と
と
も
に
、
今
後

も
地
域
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

℡
市
内
線
８
３
０

介
護
者
の
会

　
人
生
の
最
期
で
あ
る「
み
と
り
」の
在

り
方
を
み
ん
な
で
考
え
る
学
習
会
を
開

催
し
ま
す
。
軟
ら
か
く
調
理
さ
れ
た
宅

配
弁
当
の
試
食
会
も
併
せ
て
行
い
ま
す
。

高
齢
の
ご
家
族
の
介
護
を
し
て
い
る
人

や
在
宅
介
護
に
興
味
の
あ
る
人
は
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。
参
加
無
料
で
す
。

■
日
時　
９
月
28
日（
水
）　
午
前
10
時
～

午
後
１
時

■
会
場　
市
役
所
東
庁
舎　
２
階　
東

大
会
議
室

■
内
容

▽
学
習
会「
大
切
な
人
の
最
期
を
考
え

る
」

【
時
間
】午
前
10
時
～
11
時
30
分

【
講
師
】大
町
総
合
病
院
職
員

▽
高
齢
者
向
け
の
宅
配
弁
当
の
試
食
会

【
時
間
】午
前
11
時
30
分
～
午
後
１
時

■
定
員　
先
着
20
人

■
申
し
込
み　
９
月
20
日（
火
）ま
で
に
、

電
話
ま
た
は
直
接
、
大
町
市
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
へ
。

■
問
い
合
わ
せ

大
町
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

℡
市
内
線
４
１
７

秋
ま
き
用
堆
肥

軽
ト
ラ
ッ
ク
持
ち
込
み
販
売

　
市
堆
肥
セ
ン
タ
ー
で
は
、
秋
ま
き
用

堆
肥
の
軽
ト
ラ
ッ
ク
持
ち
込
み
販
売
を

行
い
ま
す
。
購
入
希
望
者
は
事
前
に
申

し
込
み
の
上
、
販
売
当
日
は
軽
ト
ラ
ッ

ク
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
９
月
24
日（
土
）　
午
前
８
時

30
分

■
会
場　
市
堆
肥
セ
ン
タ
ー（
八
坂
・

三
原
）

■
対
象　
市
内
に
お
住
ま
い
の
人

■
販
売
数　
約
60
台
分

※
申
し
込
み
が
販
売
数
を
超
え
た
場
合

は
抽
選
を
行
い
ま
す
。
抽
選
結
果
は
後

日
通
知
し
ま
す
。

■
費
用　
２
０
０
０
円
／
台

■
申
し
込
み　
９
月
１
日（
木
）～
12
日

（
月
）に
、
電
話
ま
た
は
直
接
、
生
活
環

境
課
環
境
衛
生
係
へ
。

■
注
意
事
項

▽
１
世
帯
１
台
ま
で
で
す
。

▽
販
売
当
日
は
、
送
付
す
る
整
理
券
を

必
ず
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

▽
運
搬
中
の
飛
散
防
止
の
た
め
、
あ
お

り
や
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
な
ど
を
用
意
し

て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

生
活
環
境
課
環
境
衛
生
係

℡
市
内
線
４
６
１
・
４
６
２

屋
外
広
告
物
の

定
期
点
検
の
お
願
い

　
県
の
条
例
で
は
、
落
下
な
ど
に
よ
る

危
険
防
止
の
た
め
、
屋
外
広
告
物
の
定

期
点
検
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

設
置
し
て
３
年
を
経
過
し
て
い
る
も
の

は
、
速
や
か
に
点
検
を
実
施
し
て
く
だ

さ
い
。

■
対
象　
簡
易
な
広
告
物
を
除
く
全
て

の
屋
外
広
告
物

※
簡
易
な
広
告
物
と
は
、
張
り
紙
、
張

り
札
、
立
て
看
板
、
広
告
幕
類
、
ア
ド

バ
ル
ー
ン
、
壁
面
に
描
い
た
も
の
な
ど

で
す
。

■
点
検
時
期　
屋
外
広
告
物
を
表
示
・

設
置
・
改
造
し
た
時
お
よ
び
そ
の
後
３

年
以
内
ご
と

※
広
告
物
本
体
の
高
さ
が
４
ｍ
以
上
の

も
の
の
点
検
は
、
屋
外
広
告
士
、
建
築

士
、
電
気
工
事
士
お
よ
び
施
行
規
則
で

定
め
た
人
が
実
施
で
き
ま
す
。

■
そ
の
他　
点
検
結
果
の
記
録
は
、
屋

外
広
告
物
を
撤
去
す
る
ま
で
保
管
し
て

く
だ
さ
い
。

※
市
が
表
示
・
設
置
を
許
可
し
て
い
る

屋
外
広
告
物
は
、
更
新
時
に
直
近
の
点

検
結
果
の
記
録
が
必
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ　
建
設
課
計
画
係

℡
市
内
線
６
９
８

マスク・発熱時外出控えなどの感染対策を 行事などは感染状況により内容変更の場合あり
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お知らせ

お知らせお知らせ

お知らせ

浄
化
槽
展

～
浄
化
槽
の
魅
力
を

　
　
　
探
し
に
行
こ
う
～

　
10
月
１
日
は「
浄
化
槽
の
日
」で
す
。

大
町
市
浄
化
槽
管
理
組
合
で
は
、
こ
れ

に
合
わ
せ
て
浄
化
槽
展
を
開
催
し
ま
す
。

　
家
庭
か
ら
出
る
汚
れ
た
水
を
き
れ
い

に
す
る
浄
化
槽
は
、
小
さ
く
て
も
、
下

水
処
理
場
同
様
に
高
性
能
で
す
。

　
こ
の
機
会
に
浄
化
槽
に
関
心
を
持
ち
、

正
し
い
使
い
方
で
適
正
な
維
持
管
理
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

■
期
間　
10
月
３
日（
月
）～
７
日（
金
）

■
会
場　
市
役
所
本
庁
舎　
１
階　
市

民
ホ
ー
ル

■
内
容　
組
合
創
立
45
周
年
に
ち
な
み

「
ト
イ
レ
の
歴
史
」を
テ
ー
マ
と
し
て
、

浄
化
槽
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
展
示
を

行
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　
大
町
市
浄
化
槽
管
理

組
合
事
務
局（
上
下
水
道
課
内
）

℡
市
内
線
７
６
３

司
法
書
士
に
よ
る

常
設
電
話
無
料
相
談

　
県
司
法
書
士
会
で
は
、
常
設
電
話
無

料
相
談「
生
活
が
苦
し
い
方
の
た
め
の

司
法
書
士
電
話
無
料
相
談
」を
開
設
し

ま
し
た
。
お
困
り
の
こ
と
が
あ
れ
ば
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

■
日
時　
毎
週
月
曜
日　
午
後
３
時
～

６
時

■
電
話
番
号

℡
０
２
６
・
２
３
３
・
１
０
０
０

■
相
談
例

▽
生
活
が
苦
し
い
。

▽
お
金
が
な
く
生
活
で
き
な
い
。

▽
生
活
保
護
を
受
け
た
い
。

▽
借
金
で
悩
ん
で
い
る
。

▽
家
賃
が
払
え
な
い
。

▽
車
上
生
活
か
ら
脱
し
た
い
。

▽
養
育
費
を
払
っ
て
も
ら
え
な
い
。

▽
残
業
代
を
払
っ
て
も
ら
え
な
い
。

▽
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
収
入
が
減
っ
て
し

ま
っ
た
。

■
問
い
合
わ
せ　
県
司
法
書
士
会

℡
０
２
６
・
２
３
２
・
７
４
９
２

県
下
一
斉
司
法
書
士

無
料
法
律
相
談

　
10
月
１
日
は「
法
の
日
」で
す
。
県
司

法
書
士
会
で
は
、
こ
の
日
を
中
心
に
県

下
一
斉
に
無
料
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

　
不
動
産
の
登
記
、
不
動
産
の
売
買
・

贈
与
、
相
続
・
遺
言
、
空
き
家
、
財
産

管
理
、
多
重
債
務
、
賃
貸
借
契
約
、
悪

質
商
法
、
貸
金
・
売
掛
金
回
収
な
ど
の

問
題
で
お
困
り
の
人
は
、
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
固
く
守
り
ま

す
。
相
談
時
に
は
、
相
談
に
関
す
る
資

料
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

第
１
回

■
日
時　
10
月
７
日（
金
）　
午
後
１
時
～

４
時

■
会
場　
市
役
所
本
庁
舎　
１
階　
市

民
相
談
室

第
２
回

■
日
時　
10
月
14
日（
金
）　
午
後
１
時
～

４
時

■
会
場　
市
八
坂
支
所　
２
階　
会
議

室共
通
事
項

■
申
し
込
み　
９
月
26
日（
月
）か
ら
相

談
日
前
日
の
午
後
３
時
ま
で
に
、
電
話

で
、
県
司
法
書
士
会
大
町
支
部
へ
。
当

日
も
受
け
付
け
ま
す
が
、
事
前
申
し
込

み
の
人
を
優
先
し
ま
す
の
で
、
な
る
べ

く
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
が
発
覚
し
た
場
合
に
備
え
、
相
談

前
に
連
絡
先
を
聞
き
取
り
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　
県
司
法
書
士
会
大
町

支
部（
担
当
・
菅
澤
）

℡
２
３
・
７
８
５
５

司
法
書
士
に
よ
る

養
育
費
相
談
会

　
県
司
法
書
士
会
で
は
、
養
育
費
の
支

払
い
や
取
り
決
め
に
つ
い
て
支
援
す
る

た
め
、
無
料
電
話
相
談
会
を
開
催
し
ま

す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

■
日
時　
９
月
25
日（
日
）　
午
前
10
時
～

午
後
４
時

■
電
話
番
号（
当
日
の
み
の
専
用
番
号
）

℡
０
１
２
０
・
５
６
７
・
３
０
１

■
相
談
例

▽
養
育
費
の
話
し
合
い
を
せ
ず
に
離
婚

し
た
が
、
今
か
ら
払
っ
て
も
ら
え
る
か
。

▽
急
に
養
育
費
が
支
払
わ
れ
な
く
な
っ

た
。

▽
養
育
費
を
減
額
・
増
額
し
て
ほ
し
い
。

■
問
い
合
わ
せ　
県
司
法
書
士
会

℡
０
２
６
・
２
３
２
・
７
４
９
２

マスク・発熱時外出控えなどの感染対策を 行事などは感染状況により内容変更の場合あり
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お知らせ

お知らせ

お知らせ

体
育
施
設
定
期
利
用
者

第
２
回
利
用
調
整

　
市
内
体
育
施
設
の
利
用
に
つ
い
て
、

調
整
を
行
い
ま
す
。
毎
週
決
ま
っ
た
時

間
に
体
育
施
設
を
利
用
し
た
い
団
体
の

代
表
者
は
、
毎
年
更
新
制
の
ス
ポ
ー
ツ

開
放
団
体
登
録
を
完
了
し
た
上
で
、
書

面
調
整
様
式
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

様
式
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
体
育
施
設

利
用
調
整
」か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

る
ほ
か
、
総
合
体
育
館
で
も
印
刷
し
た

も
の
を
配
布
し
ま
す
。

■
提
出
期
限　
９
月
12
日（
月
）

■
提
出
先　
総
合
体
育
館

■
利
用
調
整
期
間　
11
月
～
翌
年
４
月

分ス
ポ
ー
ツ
開
放
団
体
登
録

　
登
録
で
き
る
団
体
に
は
条
件
が
あ
り

ま
す
。
条
件
や
申
し
込
み
方
法
な
ど
、

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
ス
ポ
ー

ツ
開
放
団
体
登
録
」を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　
総
合
体
育
館

℡
・
有
線
２
２
・
８
８
５
５

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
説
明
会

 　
大
町
税
務
署
で
は
、
事
業
者
で
消
費

税
の
基
本
的
な
仕
組
み
か
ら
知
り
た
い

人
向
け
に
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
関
す
る

説
明
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　
９
月
14
日（
水
）

▽
午
前
10
時
～
11
時
30
分

▽
午
後
１
時
30
分
～
３
時

■
会
場　
大
町
税
務
署　
会
議
室

■
内
容　
消
費
税
の
基
本
的
な
仕
組
み
、

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
基
本
的
な
事
項

■
定
員　
各
回
先
着
15
人（
事
前
登
録

制
）

■
問
い
合
わ
せ

▽
大
町
税
務
署
個
人
課
税
部
門

℡
２
２
・
０
６
７
４（
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
）

▽
大
町
税
務
署
法
人
課
税
部
門

℡
２
２
・
０
８
９
２（
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
）

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習
会

　
北
ア
ル
プ
ス
広
域
消
防
本
部
で
は
、

甲
種
防
火
管
理
者
の
資
格
を
取
得
す
る

た
め
の
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
期
日　
10
月
13
日（
木
）・
14
日（
金
）

■
会
場　
フ
レ
ン
ド
・
プ
ラ
ザ
大
町　

２
階　
会
議
室（
文
化
会
館
南
側
）

■
対
象　
資
格
を
必
要
と
す
る
仕
事
に

従
事
し
て
い
る
人
が
対
象
で
す
が
、
仕

事
に
携
わ
っ
て
い
な
い
人
で
も
受
講
で

き
ま
す
。

■
定
員　
先
着
40
人

■
費
用　
３
７
２
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
）

※
初
日
に
会
場
受
付
で
集
金
し
ま
す
。

■
申
し
込
み　
９
月
12
日（
月
）～
10
月

４
日（
火
）に
、
受
講
申
込
書
に
顔
写
真

（
縦
３
㎝
×
横
２
・
４
㎝
）１
枚
を
貼
付

し
て
、
直
接
、
最
寄
り
の
消
防
署
へ
。

※
受
講
申
込
書
は
、
最
寄
り
の
消
防
署

ま
た
は
北
ア
ル
プ
ス
広
域
消
防
本
部

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
入
手
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

▽
北
ア
ル
プ
ス
広
域
消
防
本
部
総
務
課

予
防
係

℡
２
２
・
０
１
６
６

▽
北
ア
ル
プ
ス
広
域
大
町
消
防
署

℡
２
２
・
０
１
１
９

【広告】

マスク・発熱時外出控えなどの感染対策を 行事などは感染状況により内容変更の場合あり

地元日展作家三人展　木・土と
　髙橋貞夫（木） 海川盛利（木） 相澤正樹（陶）

会期：９月15日（木）～19日（月・祝日）
　　　午前９時～午後４時
会場：塩の道ちょうじや
　　　（八日町2572　℡22-4018）

（有）塩原書店　創業 90 周年記念

……………… 地域の文化に貢献する店  ………………
主催：（有）塩原書店（九日町4136　℡22-0076）
後援：大町市教育委員会
協力：（一社）縁家、ほおずき書籍、オカリーナポポロ

特別
企画

入場無料
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図書館だより
−新着図書（一般向け）−

疲れない山歩きの技術 自分に合う歩き方探し 徹底
サポートBOOK［登山］
��������������� 栗山祐哉／監修
線と管をつながない 好文×全作の小屋づくり[建築］
����������� 中村好文・吉田全作／著
紙の梟 ハーシュソサエティ［日本の小説］
���������������� 貫井徳郎／著
呑み込まれた男[外国の小説］
�� エドワード・ケアリー／著　古屋美登里／訳
−新着図書（子ども向け）−

こどもが探せる身近な場所のきれいな石材図鑑［科学］
���������� 柴山元彦・井上ミノル／著
いきものとくらすための７つの約束［動物］
���������������� 今泉忠明／作
ぼくはひこうき［日本の絵本］
������������� はっとりひろき／作
エリック・カールのえいごがいっぱい どうぶつあ
つまれ！［外国の絵本］
������������ エリック・カール／絵
−９月の推薦図書−

たむらしげる作品集 Ultramarine 
Deep　玄光社　たむらしげる／作
　イラストレーター・絵本作家たむ
らしげる30年ぶりの本格画集。発
表した作品を中心に未公開作品も掲
載しています。
宇宙食になったサバ缶　小学館
小坂康之・別司芳子／著
　ＪＡＸＡ認証宇宙日本食「サバ醤

しょうゆ
油

味付け缶詰」をつくった高校生たち
と支えてきた大人たちの紆

う

余
よ

曲折の
14年を書きつづったノンフィクショ
ン児童書。
−９月の催し−

おはなしの森����� ３日（土）　午前10時30分
おいでえほんのおへや��� 13日（火）　午前11時
無料託児サービス（要予約）
���������� 15日（木）　午前10時〜正午
おりがみ教室������� 17日（土）　午前11時
■問い合わせ　大町図書館　℡・有線21-1616

国営アルプスあづみの公園　おでかけ通信 145
アウトドアにチャレンジ！ デイキャンプグッズのレンタル

　期間限定で、ハンモッ
クやダッチオーブンなど
のアウトドアグッズを無
料レンタルします。この
機会にアウトドアにチャ
レンジしてみよう！
■日時　９月10日（土）～
　　　　25日（日）
■場所　デイキャンプ場
■申し込み　事前申し込みが必要です。詳しくはあづみ

の公園ホームページをご覧ください。

綱渡りにチャレンジ！ スラックライン体験

■日時　９月17日（土）・
　　　　18日（日）
　　　　午前10時～正午、
　　　　午後1時30分～４時
■場所　入口広場

シェードガーデン管理ボランティア

　テレビの園芸番組でもおなじ
みの矢澤秀成先生と一緒に、植
物を学びながらシェードガーデ
ンの管理作業を行いませんか。
■日時　９月18日（日）　

▽講座　午前10時30分～正午

▽管理作業　午後１時～２時
　　　　※小雨決行、荒天中止
■定員　先着30人

※事前に申し込みが必
要です。

■料金　無料（ボランティア活動のため、入園料免除）

《秋の都市緑化月間》無料入園日

　秋の無料入園日は、秋の恒例イベントとなった「北アル
プスフェア」を開催します。地域の特産品が当たる大宝探
し大会（10月２日）や、味覚市など大北地域の魅力を堪能
できるイベントが盛りだくさん。人気のぱんフェスも同時
開催します。お得にあづみの公園を楽しもう！
■期日　10月１日（土）・２日（日）
■開園時間　午前９時30分～午後５時

【共通事項】

▽料金の掲載のないものは無料ですが、入園料は必要で
す（中学生以下無料）。

▽申し込みの掲載がないものは、当日直接ご参加ください。

詳細は、公園管理センター（大町・松川地区）にお問
い合わせください。ホームページでもご確認いただ
けます。事前の電話予約も承っています。
http://www.azumino-koen.jp/

■問い合わせ　アルプスあづみの公園管理センター
　（大町・松川地区）　℡21-1212

　まちなかボイス～きらり☆大町人～
　勝野建築代表の勝
野英男さん（47）＝大
町・大原町＝をご紹介
します。地域の子ども
たちに木工体験を展
開、第一中学校コミュ
ニティスクール総務部
代表として学校再編などにも携わる勝野さんにお話を
伺います。

 放送日  ……………………… 11日（日）・14日（水）
■問い合わせ　大町市有線放送　℡・有線22-1297

有線放送９月の番組から

マスク・発熱時外出控えなどの感染対策を 行事などは感染状況により内容変更の場合あり
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ケーブルテレビ９月の番組から
きらり特番
毎日放送　午前9:00、午後1:00、午後8:00
＊おおまぴょんカップ女子サッカー大会
　��������������� １日〜11日
＊ミュージックサマー　＃１��� １日〜 4日
＊ミュージックサマー　＃２��� １日〜11日
＊ミュージックサマー　＃３��� ５日〜18日
市議会９月定例会　午前10:00開会
＊本会議（生中継）������������ １日
＊一般質問（生中継）�������� ７日〜９日
＊本会議��������������� 21日
※放送予定を変更する場合があります。ご了承く

ださい。

▽ 番組表はテレビの番組表（ＥＰＧ）や市ホーム
ページをご覧ください。

■加入申し込み・問い合わせ
　情報交通課ケーブルテレビ係　℡21-3805

９月の有料相談（要予約）

法 律 20日・27日 火曜日 13:00〜16:00 北アルプス
市町村会館

予約申し込み=県弁護士会松本在住会（☎0263-35-8501）
料金 =１時間以内10,000円（税別）

不用品交換コーナー
●譲ります

▽小型犬用のゲージ������������ 無料

▽和テーブル��������������� 応談

▽金庫������������������ 応談

▽大型鏡（姿見）�������������� 応談

▽アシスト付き自転車����������� 応談

▽組み立て式大型テーブル��������� 応談

▽大正琴��������������� 1,000円
※購入時期・サイズなど、詳しくは市ホームペー

ジをご覧ください。

●譲ってください

▽スチール物置（自転車が入る程度の大きさ）
　��������������� 無料か格安で

▽金属製はぜ足（２反歩分）����� 無料か格安で

▽婦人用自転車（できるだけ状態の良い物）�� 応談
　交渉や受け渡しは、当事者双方の責任において
行ってください。「広報おおまち」が届く前に交渉
が成立することがあります。市ホームページに詳
しい情報を載せています。
■問い合わせ
　市民課消費生活・交通安全係　℡市内線463

９月の納税など
国民健康保険税……………………………… ９月分
後期高齢者医療保険料……………………… ９月分
保育料・保育所給食費……………………… ９月分
市営住宅使用料、定住促進住宅使用料
雇用促進住宅・駐車場使用料……………… ９月分
学校給食費…………………………………… 第５期
上下水道料・簡易水道料…………………… ９月分

納期限は９月30日（金）

９月の無料相談

結 婚 10日（土）
13：00〜17：00

総合福祉
センター

農業委員会
☎ 市 内線 641

法 律
（ 要 予 約 ）

13日（火）
13：00〜15：30

市民相談室
（市役所本庁舎 1階）

広聴広報係
☎ 市 内線 403

担当=福田雅春弁護士（次回は10月11日　西村誠弁護士）

行 政

28日（水）
9：00〜12：00 市八坂支所

行政管理係
☎ 市 内線 51128日（水）

9：00〜12：00 美麻公民館

年 金
（ 要 予 約 ）

15日（木）
10：00〜15：00

総合福祉
センター

松本年金事務所
☎ 0263-31-5150

日本政策金融
公庫（要予約）

15日（木）
13：30〜16：30

大町商工会館
（九日町）

商工会議所
☎ 22-1890

女 性
（ 男 性 ）

８日（木）
10：00〜15：00 子育て・女性

相談室
（市役所西庁舎 2 階）

男女共同参画・
人権政策担当
☎ 市 内線 83022日（木）

9：00〜12：00

育 児
20日（火）

9：30〜11：00
中央保健
センター

中央保健
センター

☎ 23-4400
女性のからだ
（ 要 予 約 ）

心 配 ご と
（ 要 予 約 ）

12日・26日
月曜日

13：00〜16：00 総合福祉
センター

社会福祉協議会
☎ 22-1501

司法書士
（要予約）

12日・26日
月曜日

13：00〜15：00

成年後見制度
（ 要 予 約 ）

22日（木）
13：30〜15：30

総合福祉
センター

成年後見支援センター
☎ 22-1550

生活・就労
（ 要 予 約 ）

平日
9：30〜17：00

総合福祉センター
まいさぽ大町

生活就労支援センター
まいさぽ大町
☎ 22-7083

若 年 者
就 職 相 談

（ 要 予 約 ）
15日（木）

13：30〜17：00
第５会議室

（市役所本庁舎 2 階）
商業労政係

☎ 市 内線 542

人 権 15日（木）
10：00〜16：00

長野地方法務局
大町支局

長野地方法務局
大町支局

☎ 22-0379

マスク・発熱時外出控えなどの感染対策を 行事などは感染状況により内容変更の場合あり

広報おおまち８月号の訂正について
　８月号の「●譲ります」に掲載した「漬
物重石」の使用期間は誤りで、正しくは

「約２年前購入、約２年使用」です。
おわびして訂正させていただきます。
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この広報紙は再生紙を使用し、
植物油インキで印刷しています。

■編集　大町市役所　総務部情報交通課広聴広報係（〒398-8601大町市大町3887　☎ 22-0420  FAX23-5050）　■印刷　㈱奥村印刷所

 人の動き 　８月１日現在、（　）内は前月比

　総人口 26,213 （－25）　男 12,766 （－14）　転入 67　出生 8
　世帯数 11,967 （＋16）　女 13,447 （－11）　転出 70　死亡 30

休日緊急当番医
変更する場合があります。確認の上、受診してください。

  （診療時間9:00〜17:00）

4日（日）
野村クリニック 東若宮町 ☎ 85-0085
松本クリニック 松川村 ☎ 61-5151
小谷村診療所 小谷村 ☎ 82-2044

11日（日）
伊東医院 大黒町 ☎ 22-0077
あづみ病院 池田町 ☎ 62-3166
横沢医院 白馬村 ☎ 72-2008

18日（日）
いしぞね内科・外科クリニック 旭　町 ☎ 23-2555
せりざわクリニック 池田町 ☎ 62-3000
神城醫院 白馬村 ☎ 75-7050

19日（月）
柿下クリニック 清　水 ☎ 21-1230
吉村医院 松川村 ☎ 61-5666
白馬診療所 白馬村 ☎ 75-4123

23日（金）
遠藤内科医院 神栄町 ☎ 22-0031
あづみ病院 池田町 ☎ 62-3166
しんたにクリニック 白馬村 ☎ 75-4177

25日（日）
最上整形外科クリニック 上　一 ☎ 23-3300
みどりクリニック 松川村 ☎ 62-5225
しんたにクリニック 白馬村 ☎ 75-4177

歯科緊急当番医
変更する場合があります。確認の上、受診してください。

（受付時間9:00〜11:00、診療時間9:00〜12:00）
4日（日） きらり歯科医院 松川村 ☎ 62-0005

11日（日） 宮下歯科医院 上仲町 ☎ 22-0297

18日（日） 師岡歯科 池田町 ☎ 62-9781

19日（月） 砂田歯科医院 高見町 ☎ 22-0648

23日（金） 岡江歯科医院 松川村 ☎ 62-9888

25日（日） 竹内歯科医院 池田町 ☎ 62-2151

休日緊急当番薬局
変更する場合があります。確認の上、来店してください。

 （営業時間 9:00 〜 17:30）
4日（日） はなのき林薬局 東若宮町 ☎ 85-0595

11日（日） カネリキ山口薬局 大黒町 ☎ 22-0184

18日（日） アーク調剤薬局長野大町店 旭　町 ☎ 85-4587

19日（月） 轟薬局 上　一 ☎ 21-1512

23日（金） 林薬局 仁科町 ☎ 22-0151

25日（日） かみいち林薬局 上　一 ☎ 26-3025

「鷹狩山ハイキング×ヨガ」おしゃべり
TIME

　鷹狩山ハイキングにヨガを取り入れて、体を動かしながら参加者
同士の交流を深めます。移住して間もない人、ずっと大町に暮らし
ている人、移住を検討している人…。どなたでも参加できます！
■日時　９月23日（金）　午前８時30分～午後２時

▽受付開始　午前８時15分
■集合場所　大町公園（大町市大町8056-1）
■定員　先着10人程度
■費用　1,000円／人（昼食代・保険料など含む）
■持ち物　飲み物、タオル、帽子

※運動のできる服装でご参加ください。
■申し込み　期限は９月16日（金）です。申し込み方法や詳細はお問

い合わせください。
■問い合わせ・申込先　市定住促進協働会議事務局

（まちづくり交流課定住促進係内）
℡21-1210　Ｅメールteijuu@city.omachi.nagano.jp

９月の休日医療情報

マスク・発熱時外出控えなどの感染対策を 行事などは感染状況により内容変更の場合あり

きらり★情報館


